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◆ 平 成 ２ １ 年 度 施 政 方 針 ………… ２ 面

◆ 平 成 ２ １ 年 度 施 政 方 針 ………… ３ 面

◆ 地 域 安 全、 ふ れ あ い 教 室 他 … ４ 面

◆ ア ヤ ビ キ 日 記， タ ラ ソ 他 ……… ５ 面

◆ 生 涯 学 習 講 座 一 覧， 新 着 図 書 … ６ 面

◆ 手 話 通 訳 講 座， 法 律 相 談 他 …… ７ 面

◆ ア ー チ ス ト， 省 エ ネ 他 …………… ８ 面

◆ お 便 り 紹 介， 広 報 ク イ ズ 他 …… ９ 面

◆ 健 康 大 切 に， 予 防 接 種 他 ………10 面

◆ 住 用 支 所・ 笠 利 支 所 か ら ………11 面

◆ ま ち の 話 題 …………………………………12 面

今 月 の ペ ー ジ 奄美市の人口・世帯数
（  推  計  ）

（平成 21 年 3 月１日現在）
　世帯数 20,596 世帯
　人口総数 48,869 人
　　男性　 22,660 人
　　女性　 26,209 人

広 報

月号

定額給付金・子育て応援特別手当の申請書類が届きます！
給付金を口座振込または現金で受給するためには、次の書類の提出が必要です。
①申請書　　②本人確認書類（免許証・健康保険証・その他の証明書等）の写し
③口座振込を希望する場合は、通帳の写し　　④その他必要書類
　支給方法など詳細につきましては、送付される書類をご覧ください。
	 ●定額給付金のお問い合わせ…定額給付金準備室（52-1111内線 1540）
	 ●子育て応援特別手当についてのお問い合わせ…福祉政策課児童係（52-1111 内線 1608）

【名瀬地区で行われる講座】
◇受付期間：平成 21 年 4 月 11 日（土）～ 17 日（金）午前 9 時～午後 7 時
◇受付場所：名瀬公民館 ・金久分館 ・四谷分館 ・伊津部分館
◇申込方法：申込用紙にご記入のうえ，上記受付場所の公民館へお申し込み

ください。
　※電話による受付は，一切致しません。
　※尚，いただいた個人情報は，目的以外に使用致しません。
◇受 講 料：１講座 1,500 円 （ 健寿大学 ・ 子ども講座は無料 ）
　※お申込みの際には，釣銭が出ないようお願い申し上げます。
◇経　　費：教材費，材料費等は自己負担となります。
◇	講座期間：平成２１年６月～平成２２年１月
◇問合せ先：奄美市名瀬公民館 Tel ５２－１８１６　Fax ５７－０５０７
◇お知らせ：日程等については，講師の都合により変更になる場合がありま

すので、あらかじめご了承ください。
申し込みは定員になり次第締め切らせていただきます。

【住用地区で行われる講座】	
◆受付時間：平成 21 年 4 月 7 日（火）～ 20 日（月）
　　　　　　午前 9 時～午後 5 時	
◆受付場所：住用公民館
◆申込方法：公民館にある申込用紙に記入して提出
◆受講料：2 講座まで 1,000 円あと１講座につき 500 円
　（ただし、中学生以下は無料）
◆問合せ先：住用公民館・西仲間６５
　電話　０９９７－６９－２１１１（内線 2220）
　公衆　６９－２０３７

【笠利地区で行われる講座】
■申込期間　４月 13 日（月）～５月 15 日（金）まで
　　　　　　午前 9：00 ～午後 5：00 まで
■申込み手続き　受講申込書に受講希望教室名など必
要事項を記入して下記の受講料を添えて直接，奄美市
笠利公民館に申し込んでください。
■年間受講料
○１人２教室まで１, ０００円あと１講座につき５００円

（但し，中学生以下は免除です。）
　（つり銭が出ないようお願いします。）
○分散教室の伝統芸能の保存，後継者育成の教室は受

講料免除です。
　（分散教室の代表の方に申し込んでください。）
■受講資格
　原則として奄美市内に居住する者及び勤務する成年。

※お願い
○講座の学期は１年間です。毎年受講手続きをお取りく
ださい。

●申込書と受講料を添えて事務所へ納めてください。
○募集の結果１０人に満たない教室は開講しない場合
があります。

○テキストや実習に使う材料費は自己負担です。
　（講座に関する行事の保険は笠利公民館で加入してい
ます。）

○教室の日程，内容は，講師の都合等により変更される
ことがあります。

○講座によっては，定員になり次第締め切る事もありま
す。

●申込期間後の受付は，いたしません。
●電話による受付は，いたしません。

講座一覧は６ページ目をご覧ください。



奄美市だより　平成２１年４月号 （�）

　

平
成
21
年
第
１
回
奄
美
市
定
例

会
の
開
会
に
臨
み
、
市
政
運
営
に

あ
た
る
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度
奄
美

市
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予

算
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

　

奄
美
市
が
発
足
し
て
早
い
も
の

で
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。「
奄
美
市
民
」
と
し
て
の
一

体
感
の
機
運
醸
成
は
、
昨
年
秋
開

催
の
「
第
１
回
奄
美
市
民
体
育
祭
」

が
、
成
功
裏
に
終
了
で
き
ま
し
た

よ
う
に
、
着
実
に
芽
生
え
、
浸
透

し
つ
つ
あ
る
も
の
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
、
初
代
奄
美
市
長
の
重
責

を
担
っ
て
以
来
、
未
来
へ
の
揺
る

ぎ
な
い
歩
み
と
、
何
よ
り
も
「
市

民
と
の
共
生
・
協
働
の
意
識
」
の

醸
成
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
こ
の
こ
と
を
市
政
運
営
の
基

本
姿
勢
に
据
え
、
市
民
並
び
に
議

員
各
位
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
長
職
１
期
４
年
の
最
終
年
度

に
あ
た
る
平
成
21
年
度
は
、
こ
の

「
市
民
と
の
共
生
・
協
働
の
意
識
」

の
芽
を
大
樹
と
し
て
し
っ
か
り
と

成
長
さ
せ
、
新
市
黎
明
期
の
仕
上

げ
の
年
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
「
奄
美
市
の
か
た
ち
」
の

道
標
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
一
昨

年
来
の
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
金
融

危
機
に
よ
り
激
変
し
、
国
内
に
お

い
て
も
燃
料
や
食
料
価
格
等
、
生

活
必
需
品
の
高
騰
を
は
じ
め
、
底

の
見
え
な
い
外
需
不
振
に
よ
り
、

企
業
は
、
大
幅
な
減
収
と
失
業
者

の
増
大
と
い
う
深
刻
な
社
会
問
題

を
発
生
さ
せ
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
世
界
の
中
の
奄
美
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
痛
感
し
た
年
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　

内
閣
府
が
今
月
16
日
に
発
表
し

た
08
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
我

が
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
速
報
値
は
、
世
界
不
況
の
影
響

か
ら
、
自
動
車
や
電
子
部
品
等
の

輸
出
や
設
備
投
資
、
個
人
消
費

の
減
少
等
に
よ
り
、
年
率
換
算
で

12
・
7
％
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
成

長
を
示
し
、
先
進
国
の
中
で
は
最

も
低
く
、
第
一
次
石
油
危
機
以
来
、

35
年
ぶ
り
の
戦
後
最
悪
の
水
準
に

落
ち
込
む
も
の
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
さ
ら
に
経
済
不
況
と

雇
用
不
安
が
進
行
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

政
府
は
昨
年
８
月
末
に
「
安
心

実
現
の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」

に
続
き
、
10
月
末
に
は
定
額
給
付

金
や
中
小
企
業
者
へ
の
緊
急
融
資

等
、「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
」
等
、
大
型
の
緊
急
経
済
対
策

を
発
表
し
、
国
会
で
審
査
中
で
あ

り
ま
す
が
、
政
治
の
不
安
定
さ
も

重
な
り
、
関
係
法
令
の
成
立
ま
で

に
は
時
間
を
要
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
は
、
地
域

経
済
の
浮
揚
策
と
し
て
、
昨
年
11

月
に
国
や
他
市
に
先
駆
け
、「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
雇
用

の
確
保
・
燃
料
高
騰
対
策
」
な
ど
、

独
自
の
緊
急
経
済
対
策
事
業
を
講

じ
、
年
内
の
波
及
効
果
を
図
る
べ

く
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
経
済
社
会
の
激
変
に
対

応
し
た
適
切
な
施
策
の
展
開
を
心

掛
け
、
引
き
続
き
市
政
運
営
に
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
並
び
に
議
員
各
位
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

の
延
長
実
現

　

奄
美
群
島
は
復
帰
以
来
今
日
ま

で
、
国
の
特
別
措
置
の
下
、
諸
施

策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
群
島

の
社
会
経
済
の
飛
躍
的
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
末
で
期
限
切
れ
を
迎
え
る

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

の
延
長
実
現
は
、
本
市
に
と
り
ま

し
て
も
最
優
先
課
題
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。
今
年
度
内
に
法
延
長
が

実
現
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
継
続

　

地
方
分
権
の
推
進
や
社
会
経
済

の
変
化
と
改
革
と
い
う
自
治
体
を

取
り
巻
く
大
き
な
う
ね
り
を
乗
り

越
え
て
行
く
た
め
に
は
、
策
定
し

ま
し
た
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

や
財
政
計
画
と
相
乗
効
果
を
図
り

つ
つ
、
引
き
続
き
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り

ま
す
。

　

先
憂
後
楽
の
理
念
を
も
ち
、「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
達
成
に
努
め

な
が
ら
、
新
し
い
自
治
時
代
に
対

応
で
き
る
基
礎
体
力
の
強
化
と
持

続
可
能
な
行
財
政
構
造
の
構
築
へ

向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と

活
性
化

　

私
は
、「
地
域
力
」、「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
」、
そ
し
て
市
民
が
共
に
知
恵

と
創
造
を
発
揮
す
る
「
市
民
と
の

協
働
」
の
相
乗
の
成
果
が
地
域
の

活
性
化
と
自
立
化
に
繋
が
る
も
の

で
あ
り
、
本
市
の
持
続
的
発
展
の

鍵
を
担
う
と
申
し
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
な
お
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
奄
美
人(

シ
マ
ッ
チ
ュ)

の

持
つ
「
ユ
イ
の
精
神
」
は
，
市
長

就
任
以
来
、
推
進
し
て
お
り
ま
す

「
自
助
」、「
互
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」

と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
活
性
化

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

奄
美
市
発
足
以
来
推
進
し
て
お

り
ま
す
「
一
集
落
１
ブ
ラ
ン
ド
」

は
、「
食
・
景
観
・
伝
統
芸
能
」
な

ど
、
19
品
目
が
認
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
認
定
さ
れ
た

集
落
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
と
体

験
・
交
流
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開
等
、

農
業
や
観
光
産
業
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

と
同
時
に
、
地
域
力
の
増
進
に
よ

り
、
一
層
、
安
全
で
安
心
で
き
る

地
域
社
会
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま

す
。

知
恵
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
展
開

　

先
般
、
二
階
経
済
産
業
大
臣

は
、「
農
工
商
連
携
も
可
能
性
の

あ
る
分
野
で
あ
り
、
異
な
る
業
種

間
で
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集

し
、
地
域
の
持
つ
潜
在
力
を
引
き

出
す
」
と
力
説
し
て
お
り
ま
す
。

　

奄
美
に
は
、
先
人
達
に
よ
っ
て

守
り
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

工
芸
品
「
本
場
奄
美
大
島
紬
」
や

優
良
な
特
産
品
「
黒
糖
焼
酎
」
な

ど
の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
伝
統
技
法
を
活
か
し
、

新
た
な
モ
ノ
づ
く
り
に
果
敢
に
挑

戦
し
て
い
く
「
知
恵
と
創
造
へ
の

挑
戦
、
そ
し
て
展
開
」
に
引
き
続

き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
産
学
官
連
携
に
よ
り

「
知
恵
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
手
掛
け
、

次
期
奄
振
計
画
で
示
さ
れ
た
「
農

業
・
観
光/

交
流
・
情
報
通
信
」

の
３
分
野
を
基
軸
と
し
た
「
雇
用

機
会
の
拡
充
」
を
図
る
た
め
の
施

策
と
も
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

環
境
の
保
全
等

　

今
年
１
月
、
環
境
省
は
、「
奄
美
・

琉
球
諸
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
に
必
要
な
保
護
担
保
措
置
を
進

め
る
際
の
指
針
を
策
定
し
、
２
年

後
の
国
立
公
園
指
定
を
目
指
す
と

発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
自
然
環
境
は
、
観

光
産
業
を
は
じ
め
地
域
経
済
と
も

密
接
不
可
分
な
極
め
て
大
切
な
奄

美
の
資
源
で
あ
り
ま
す
。
市
民
と

共
に
一
層
育
み
、
保
全
の
機
運
醸

成
に
努
め
、「
保
護
と
利
用
」
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
も
、
国
、
県
等

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
制
定
し
ま
し
た
「
奄
美
市

世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
の
た
め

の
寄
附
条
例
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

奄
美
フ
ァ
ン
を
対
象
に
寄
附
金
活

動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
22
日
に
は
、
今
世
紀

最
大
の
天
体
シ
ョ
ー
と
な
る
「
皆

既
日
食
」
が
、
国
内
で
は
46
年
ぶ

り
に
本
市
で
観
測
さ
れ
ま
す
。
国

内
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
か
ら
多

数
の
観
測
者
の
来
島
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。「
２
０
０
９
皆
既
日

食
奄
美
市
実
行
委
員
会
」
の
支
援

に
努
め
、
観
測
者
の
安
全
対
策
等
、

受
け
入
れ
体
制
の
構
築
に
は
、
全

庁
体
制
で
対
応
す
る
と
と
も
に
、

観
光
地
奄
美
を
世
界
へ
発
信
す
る

好
機
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
宣
伝
展

開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

躍
動
す
る
奄
美
市
・
堅
実
な
歩

み
　
「
牛
の
歩
み
も
千
里
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
ツ
ノ
は
災

い
を
突
き
払
い
、
そ
の
歩
み
は
遅

く
て
も
、
ど
っ
し
り
と
堅
実
に
歩

み
目
的
を
成
し
遂
げ
る
形
容
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

飛
び
地
と
い
う
全
国
で
も
稀
な

合
併
で
は
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、

合
併
調
整
項
目
は
、
ほ
ぼ
終
了
し
、

大
き
な
混
乱
も
な
く
黎
明
期
を
脱

し
、
新
市
の
羅
針
盤
と
な
る
総
合

計
画
を
策
定
す
る
段
階
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
行
財
政
改
革
の

中
で
、「
市
民
と
の
共
生
・
協
働
に

よ
る
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
に

あ
た
り
、「
合
併
に
よ
る
施
策
の
統

一
は
緩
や
か
に
、
市
民
の
一
体
感

の
醸
成
は
速
や
か
に
」
と
の
理
念

の
実
践
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、
戦
後
最
大
の
経
済
危
機
と

言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
、
難
し
い
舵
取
り
を

迫
ら
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、「
逆
境

の
裏
に
は
順
境
が
待
ち
か
ま
え
て

お
り
、
常
に
活
路
が
あ
る
」
こ
と

を
信
じ
、
全
力
を
傾
注
し
て
、
掲

げ
た
施
策
を
今
後
と
も
職
員
の
英

知
と
意
欲
を
結
集
し
、一
丸
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
基
本
姿

勢
の
も
と
、
平
成
21
年
度
に
お
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
重
点
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
健
康
で
長
寿
を
謳
歌

す
る
ま
ち
づ
く
り

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

本
格
的
な
人
口
減
少
を
迎
え
た
現

在
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

地
域
社
会
の
担
い
手
も
高
齢
化
の

傾
向
に
あ
り
、
活
力
の
維
持
と
い

う
点
で
、
大
き
な
問
題
を
提
示
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
、
介
護
、
医
療
な

ど
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
実
現
す
る
た
め
、
給
付
に
見
合
っ

た
負
担
が
原
則
で
あ
る
と
の
考
え

の
下
、
制
度
全
般
を
見
直
す
動
き

が
進
む
一
方
で
、
地
域
に
お
け
る

社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で

あ
る
自
治
体
の
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
性
を
帯
び
て
お
り
、
よ
り

一
層
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
１
）
保
健
・
医
療
の
充
実

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
21
年
度
に
作
成
す

る
「
健
康
あ
ま
み
21
」
に
基
づ
き
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
市
民

を
対
象
と
し
た
各
種
保
健
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
、
心
身
と
も
に

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

胎
児
の
健
全
な
成
長
と
妊
婦
の

安
全
な
出
産
を
図
る
た
め
、
妊
婦

健
康
診
査
の
公
費
負
担
の
拡
充
を

図
り
、
費
用
負
担
の
軽
減
に
努
め

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
等
の
措
置
を
講
じ
て
き
た
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ

き
ま
し
て
は
、
累
積
赤
字
が
増
え
、

危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今

後
も
保
険
税
の
収
納
率
向
上
と
疾

病
予
防
対
策
を
強
化
し
、
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
、
抜
本
的
な
赤

字
解
消
策
を
講
じ
る
な
ど
、
国
保

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
特
定
健
康
診
査
、
特
定

保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
受
診
率

の
向
上
対
策
を
強
化
し
、
目
標
達

成
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
つ

い
て
は
、
対
象
者
の
生
活
の
質
を

重
視
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
広
域
連
合
と
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に

基
づ
い
て
、
健
全
な
財
政
運
営
を

心
掛
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
継

続
し
て
包
括
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
介
護

予
防
に
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

住
用
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
地

域
包
括
医
療
及
び
ケ
ア
・
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
、
健
康
管
理

及
び
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
，
笠
利
診
療
所
に
つ
い
て
は
，

診
療
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
つ

つ
、
公
設
民
営
に
移
行
い
た
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
在
宅
療
養
者
の
療
養

生
活
支
援
を
図
る
た
め
、
訪
問
看

護
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

（
２
）
福
祉
の
充
実

　

福
祉
行
政
に
お
い
て
は
、
出
生

率
及
び
高
齢
化
率
が
比
較
的
高
い

状
況
に
注
目
し
つ
つ
、
長
寿
社
会

に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の
あ
り
方

や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
主
旨
に

則
り
、
各
種
支
援
事
業
の
円
滑
か

つ
効
果
的
な
実
施
に
努
め
る
と
と

も
に
、
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育

ち
、
子
育
て
に
夢
の
持
て
る
環
境

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
民
が
市
域
内
に
お
い
て
良

質
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
等
し
く
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
総
合

支
所
間
の
連
携
を
強
め
、窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
一
元
化
を
図
り
、
障
害
者

及
び
高
齢
者
等
が
積
極
的
に
社
会

参
加
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
育
所
の
施
設
整
備
を
は
じ
め
、

延
長
保
育
や
一
時
保
育
、
障
害
児

保
育
の
受
入
体
制
等
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
、
児
童
セ
ン
タ
ー

や
児
童
館
の
機
能
充
実
、
利
用
促

進
等
児
童
の
健
全
育
成
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
支
援
策
と
し
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
児
童
手
当
、

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
く
ほ
か
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と

り
親
世
帯
へ
の
支
援
と
し
ま
し
て

は
、
医
療
費
の
助
成
も
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
で
廃
止
予

定
で
あ
り
ま
し
た
出
産
祝
い
金
及

び
父
子
手
当
は
、
継
続
す
る
こ
と

と
し
、
対
象
者
を
全
市
民
に
拡
大

し
ま
す
。
ま
た
、「
母
子
家
庭
自
立

支
援
給
付
金
制
度
」
に
よ
り
母
の

就
労
支
援
の
推
進
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
平
成
20

年
度
策
定
し
ま
し
た
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
分
野
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
地
域
で
高
齢
者
を
相
互

に
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
持
つ
技
能
・

技
術
や
豊
富
な
経
験
を
地
域
資
源

と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
、
明
る
く
、
元
気
に

活
躍
す
る
高
齢
者
団
体
等
の
諸
活

動
の
支
援
に
努
め
、
長
寿
社
会
に

則
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会

参
加
を
促
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
３
地
区
に
お
い
て
、

支
給
対
象
年
齢
及
び
支
給
額
が
異

な
っ
て
い
た
、
敬
老
祝
い
金
に
つ
い

て
は
統
一
を
図
り
、
80
歳
以
上
の

全
員
の
方
々
に
支
給
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
火
災
報
知
器
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」に
基
づ
き
、

障
害
者
へ
の
在
宅
及
び
施
設
に
お

け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進

に
努
め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
（
児
）
に
対
す

る
体
系
的
、
計
画
的
な
施
策
を
進

め
て
い
く
た
め
、
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
奄
美
市
第
２
期
障
害
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
数
値
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

新
た
に
在
宅
酸
素
療
養
者
へ
の

助
成
制
度
を
創
設
し
、
費
用
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

青
少
年
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
じ
め
、
非
行
、
不
登
校
、
家
庭

崩
壊
な
ど
、
諸
問
題
の
解
決
へ
向

け
、
地
域
、
学
校
並
び
に
関
係
団

体
と
の
連
携
を
一
層
強
め
、
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
へ
の
対
応
や
要
保
護

児
童
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
未
然

防
止
、
早
期
発
見
に
努
め
る
な
ど
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
相
談
、

保
護
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
一

時
保
護
事
業
所
」
で
、
円
滑
な
受

け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
低
所
得
世
帯
等
の
経
済
的
自

立
に
向
け
て
、
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
専
任
の
面

接
相
談
員
、
就
労
支
援
相
談
員
を

配
置
し
、
他
制
度
の
活
用
や
適
切

な
生
活
保
護
認
定
に
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人

等
に
対
す
る
生
活
支
援
給
付
金
制

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
後
の
生

活
の
安
定
、
地
域
で
の
生
き
生
き

と
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
円

滑
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
癒
し
の
観
光
を
核
に

し
た
産
業
振
興
の
ま
ち

づ
く
り

　

今
年
７
月
22
日
の
皆
既
日
食
時

に
は
、
国
内
外
か
ら
多
数
の
観
測

者
や
マ
ス
コ
ミ
等
の
来
島
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
を

は
じ
め
来
島
者
が
安
全
に
皆
既
日

食
の
感
動
を
体
験
し
、「
奄
美
の
よ

さ
」
を
全
世
界
に
発
信
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
観
光
の
振
興

　

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豊
か
な
自
然
、
伝
統
文
化
、
長
寿
・

子
宝
等
の
固
有
の
資
源
を
活
用
し

た
「
癒
し
の
観
光
」
を
核
に
、
通

年
型
、
体
験
・
滞
在
型
観
光
の
定

着
を
目
指
し
ま
す
。

　

特
に
、
観
光
拠
点
施
設
で
あ
る

奄
美
パ
ー
ク
、
あ
や
ま
る
岬
観
光

公
園
、
金
作
原
原
生
林
、
大
浜
海

浜
公
園
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
パ
ー
ク

等
、
数
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し

て
お
り
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
質
の
高
い
観
光
地
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
を
活
用
し
た
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
島

唄
、
八
月
踊
り
等
の
伝
統
文
化
を

生
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
タ
ラ
ソ
奄
美
の
竜
宮
」

や
避
粉
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進

す
る
ほ
か
、
奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

構
想
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

多
様
化
す
る
観
光
客
等
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
近
年

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
の
特
性
に
着

目
し
、
体
験
型
観
光
や
修
学
旅
行

の
誘
致
促
進
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
航
路
の
利
便
性
の
向
上

や
名
瀬
港
３
万
ト
ン
バ
ー
ス
を
利

用
し
た
大
型
客
船
に
よ
る
ク
ル
ー

ズ
観
光
の
誘
致
と
奄
美
空
港
の
整

備
充
実
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
業
・
農
村
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
「
一
集
落
１
ブ
ラ
ン
ド
」
の
推

進
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
農
業
の

展
開
や
農
村
集
落
の
活
性
化
を
図

る
た
め
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
奄
美
市
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
の
機
能
の
充
実

に
努
め
、
関
係
機
関
や
各
総
合
支

所
間
と
の
連
携
を
図
り
、
農
地
流

動
化
の
推
進
や
耕
作
放
棄
地
解
消

の
推
進
、
技
術
研
修
や
営
農
指
導

の
充
実
等
を
進
め
、
優
れ
た
担
い

手
農
家
の
育
成
、
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、「
食
の
安
心
・
安
全
」
や

「
地
産
地
消
」
が
推
奨
さ
れ
て
お

り
、
生
産
履
歴
記
帳
や
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
育
成
に
よ
る
安
心
・
安
全
な
生

産
体
制
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
つ
つ
、
本

島
内
の
他
町
村
や
名
瀬
中
央
青
果

（
株
）、
各
地
域
の
農
林
産
物
直
売

所
・
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
等
と
の

連
携
を
図
り
、
地
場
農
産
物
の
供

給
や
付
加
価
値
の
高
い
加
工
品
の

開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
場
農
産
物
の
供
給
の

核
と
な
る
「
公
設
地
方
卸
売
市
場
」

の
機
能
拡
充
と
運
営
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
、
平
成
22
年
度
ま
で
の

2
年
を
か
け
て
市
場
の
新
設
に
努

め
ま
す
。

　

有
望
作
物
の
タ
ン
カ
ン
や
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
ス
モ
モ
、
マ
ン

ゴ
ー
等
亜
熱
帯
性
気
候
を
活
か
し

た
果
樹
を
は
じ
め
、
栽
培
面
積
の

拡
大
が
著
し
い
カ
ボ
チ
ャ
等
の
野

菜
を
中
心
と
し
た
園
芸
作
物
の
増

産
と
組
織
育
成
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
の
流

通
強
化
を
図
る
た
め
、
全
周
計
測
、

色
調
分
析
、
糖
度
・
酸
度
セ
ン
サ
ー

等
の
機
能
を
備
え
た
果
樹
選
果
場

の
新
設
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　

基
幹
作
物
で
あ
る
、
さ
と
う

き
び
に
つ
き
ま
し
て
は
、
増
産
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
春
植
え
や
株

出
し
面
積
等
の
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
一
層
機
械
化
を
促
進
し
、

単
位
収
量
の
増
大
と
品
質
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
や
農
業
団
体
等
と
連

携
し
、
さ
と
う
き
び
産
業
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
国
際

貿
易
機
関
）
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
の

関
税
引
き
下
げ
等
の
阻
止
を
国
に

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

肉
用
繁
殖
牛
の
増
頭
や
，
優
良
雌

牛
へ
の
更
新
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
草
地
の
利
用
集
積
に
対
す
る

支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
各
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
飼
料
生
産

基
盤
の
確
保
及
び
子
牛
の
商
品
性

向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
肉
用
牛
導
入
貸
付
基
金
」

の
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
を
行
い
、

生
産
農
家
の
育
成
と
意
欲
の
高
揚

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
村
集
落
に
お
け
る「
農
地
・
水
・

農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
事

業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

地
区
を
追
加
し
、
農
業
施
設
の
保

平
成
21
年
度  

施
政
方
針
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全
活
動
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
用
地
区
の
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
の
導
入
に
向
け
、
農
村

環
境
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林

が
有
す
る
国
土
保
全
、
水
源
涵
養
、

自
然
環
境
保
全
等
の
公
益
的
機
能

と
併
せ
て
、
貴
重
な
地
域
資
源
と

し
て
の
利
活
用
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
も
引
続
き
流
域

育
成
林
整
備
事
業
や
分
収
造
林
事

業
を
導
入
し
、
利
用
価
値
の
高
い

樹
種
の
構
成
割
合
を
高
め
、
生
産

性
の
高
い
林
業
の
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
近
年
被
害
の
拡
大
し

て
い
る
松
食
い
虫
防
除
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
県
の
補

助
事
業
を
導
入
し
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
安
念
勝
林
道
の

改
良
舗
装
工
事
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

産
資
源
の
減
少
、
漁
業
者
の
高
齢

化
や
不
安
定
な
燃
料
価
格
な
ど
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

各
地
区
の
漁
業
集
落
が
「
離
島
漁

業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
」
を
導

入
し
実
施
し
て
い
る
オ
ニ
ヒ
ト
デ

や
サ
メ
駆
除
に
よ
る
水
産
資
源
の

保
護
活
動
や
イ
カ
の
産
卵
場
の
整

備
な
ど
、
生
産
力
の
向
上
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
物
の
直
売
や
販
路

拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
加
工

品
の
開
発
や
魚
食
普
及
な
ど
、
創

意
工
夫
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
種
事
業
の
導
入

を
促
進
し
、
経
営
基
盤
の
向
上
、

安
定
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
港
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
、
漁
業

者
や
漁
業
協
同
組
合
が
、
安
心
し

て
利
用
で
き
る
漁
港
の
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

種
苗
放
流
や
藻
場
造
成
、
水
産

加
工
品
の
開
発
研
究
な
ど
、
漁
業

に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る

住
用
地
区
に
お
い
て
は
引
き
続
き

「
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
」
に
よ
り

地
域
漁
業
の
拠
点
港
で
あ
る
和
瀬

漁
港
の
防
波
堤
・
護
岸
等
の
漁
港

施
設
や
集
落
環
境
施
設
の
整
備
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
小
企
業
の
育
成
、
経
営
安

定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
雇
用
の

安
定
に
向
け
て
各
種
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
面
か
ら
の
支
援
と

し
ま
し
て
は
、
奄
美
群
島
振
興
開

発
基
金
へ
の
出
資
金
を
引
き
続
き

行
い
、
事
業
者
の
要
望
に
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
末
広
・
港
土
地

区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
を
見

極
め
、
連
携
し
な
が
ら
活
性
化
対

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば
や
末
広
・

永
田
橋
市
場
の
再
整
備
、
ま
た
、

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

も
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
ソ

フ
ト
型
）」
を
導
入
し
、
事
業
活
用

調
査
、空
き
店
舗
活
用
に
よ
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
展
開
や
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、

通
り
会
連
合
会
、
商
工
会
議
所
な

ど
の
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
中
心
商

店
街
の
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
ち
づ
く

り
三
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
従
来

の
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
は
、
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
、
新
た
な
策
定
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
場
奄
美
大
島
紬
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
商
標
登
録
さ
れ
た
「
本
場
奄

美
大
島
紬
」
を
国
内
外
に
情
報
発

信
し
、
販
路
開
拓
を
図
る
と
と
も

に
、産
地
と
し
て
「
紬
の
日
」
や
「
す

き
す
き
紬
デ
ー
」
の
内
容
充
実
を

は
じ
め
紬
製
品
着
用
運
動
を
引
き

続
き
推
進
し
、
紬
の
薫
り
が
感
じ

ら
れ
る
街
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
産
品
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
奄
美
黒
糖
焼
酎
」
を
地
域
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
商
標
登
録
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
風
評

被
害
を
解
消
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
支
援
や
観
光
物
産
展
を
通
じ
て

販
路
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
雇
用
の
確
保

　

雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

奄
美
産
業
活
性
化
協
議
会
が
、
実

施
す
る
「
雇
用
創
造
推
進
事
業
及

び
実
現
事
業
」
を
支
援
し
、
求
職

者
の
支
援
と
雇
用
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
」
の
活
用
に
対
し
ま
し
て
は
、

そ
の
支
援
に
努
め
、
雇
用
情
勢
の

改
善
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
期
奄
振
計
画
で
示
さ

れ
た
農
業
、
観
光
・
交
流
、
情
報

の
３
分
野
を
中
心
に
、
新
た
な
雇

用
の
創
出
に
つ
な
が
る
施
策
の
展

開
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
の
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
３
社
の
誘
致
と
１
社

の
高
度
化
が
図
ら
れ
、
雇
用
の
確

保
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
一
定

の
成
果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
東
京
事
務
所
や
昨
年

度
配
置
し
た
地
域
活
性
化
推
進
協

力
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
離
島
の

不
利
性
を
克
服
可
能
な
Ｉ
Ｔ
関
連

企
業
や
奄
美
の
特
性
を
活
か
し
た

環
境
型
企
業
な
ど
の
誘
致
に
努
め

る
と
と
も
に
、
企
業
の
高
度
化
に

よ
る
地
元
企
業
の
支
援
も
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
の
企
業
立
地
優
遇

制
度
と
県
の
優
遇
制
度
の
一
体
的

利
用
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
自
然
に
囲
ま
れ
た
快

適
な
く
ら
し
の
ま
ち
づ

く
り

　

地
域
間
の
格
差
の
改
善
に
向
け

て
は
、
道
路
、
上
下
水
道
や
生
活

基
盤
等
、
社
会
資
本
の
整
備
を
引

き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
面
的
整
備
や
道
路
網

整
備
、
特
に
名
瀬
港
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
計
画
に
基
づ
く
重
要
港
湾
名
瀬

港
の
整
備
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
、

「
南
の
連
携
交
流
軸
」
を
形
成
し
、

奄
美
群
島
の
振
興
に
も
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
極
め
て
重
要
な
広

域
事
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
活
か
し
つ
つ
、
引
き
続

き
広
域
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
生
活
基
盤
の
整
備

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
名
瀬
地
区
に
お
い
て
は
、

終
末
処
理
場
の
改
築
更
新
及
び
未

整
備
箇
所
の
整
備
を
推
進
し
、
笠

利
地
区
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

須
野
・
辺
留
地
区
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宇
宿
、

屋
仁
地
区
の
整
備
を
推
進
し
、
住

用
地
区
に
お
い
て
は
、
整
備
計
画

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
等
を
推
進
い

た
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

井
根
浄
水
場
の
平
田
浄
水
場
へ
の

統
合
を
進
め
、
ま
た
、「
役
勝
・
西

仲
間
簡
易
水
道
事
業
」
の
統
合
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
笠
利
西
部

地
区
で
の
「
簡
易
水
道
再
編
推
進

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
安

全
で
安
定
し
た
生
活
用
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

　
「
大
熊
土
地
区
画
整
理
事
業
」
は

終
結
に
向
け
て
諸
手
続
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
末
広
・
港
土
地
区
画

整
理
事
業
」、「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
」
は
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
宿
地
区
へ
の
土
地
区

画
整
理
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
を
策
定
し
、
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
村
地
区
の
定
住
促
進
と
地
域
の

活
力
を
促
進
す
る
た
め
、
節
田
地

区
に
１
棟
４
戸
、
宇
宿
地
区
に
１

棟
２
戸
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
既
存
公
営
住
宅
の
改
修

及
び
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
整
備
に
伴
い
、
宇
宿
団
地
の

下
水
道
切
り
替
え
工
事
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
生
活
の
安
全
と
快
適
に
暮

ら
せ
る
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る

た
め
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

「
臨
時
河
川
整
備
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
、
４
河
川
（
名
瀬
地
区
：

根
瀬
部
前
田
川
・
笠
利
地
区
：
須

野
川
・
須
野
里
川
・
大
井
川
）
の

改
修
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
赤
木
名
地
区
に
お
い

て
は
、
引
き
続
き
「
街
な
み
環
境

整
備
事
業
」
を
推
進
し
、
歴
史
資

源
が
残
る
情
緒
豊
か
な
街
な
み
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
交
通
体
系
の
整
備

　

道
路
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
、

国
道
58
号
お
が
み
山
ル
ー
ト
の
早

期
実
現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

拠
点
施
設
等
を
つ
な
ぐ
機
能
的
な

道
路
交
通
網
や
快
適
な
生
活
道
路

整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
、
小
俣

線
街
路
事
業
及
び
赤
木
名
～
笠
利

線
、
赤
木
名
～
土
盛
線
の
継
続
実

施
と
浦
上
～
屋
万
田
線
、
伊
津
部

勝
～
名
瀬
勝
～
小
湊
線
、
山
間
～

市
線
、
知
名
瀬
34
号
線
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
地
方
道
整
備
事
業

（
20
路
線
）
と
地
方
改
善
施
設
整
備

事
業
（
１
路
線
）
の
推
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
名
瀬
港
を
は
じ
め
、

山
間
港
、
赤
木
名
港
の
機
能
強
化

を
図
り
地
域
経
済
の
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て

は
、
前
提
条
件
と
し
て
の
国
立
公

園
の
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
奄
美

群
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進

協
議
会
」
や
国
・
県
と
も
連
携
を

図
り
つ
つ
、
市
民
の
機
運
醸
成
を
一

層
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素

量
の
排
出
を
抑
制
で
き
る
低
公
害

公
用
車
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　

貴
重
な
自
然
環
境
・
希
少
野
生

動
植
物
等
を
守
る
取
り
組
み
と
し

て
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
対
策
や
再

生
に
向
け
た
試
験
研
究
を
進
め
る

と
と
も
に
、
ノ
イ
ヌ
・
ノ
ネ
コ
や
ノ

ヤ
ギ
対
策
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
対
策

な
ど
、
生
態
系
の
保
護
、
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
奄

美
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す

る
た
め
、
土
砂
流
出
、
赤
土
汚
染

の
防
止
を
図
り
、
建
設
工
事
等
で

発
生
す
る
残
土
の
適
正
処
理
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ゴ
ミ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

資
源
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
資
源

の
回
収
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
及
び
分
別
の
周
知

徹
底
、
不
法
投
棄
の
防
止
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
離

島
対
策
支
援
事
業
を
導
入
し
、
海

上
輸
送
費
の
補
助
に
よ
る
ユ
ー

ザ
ー
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
と
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

ゴ
ミ
の
有
料
化
に
つ
い
て
も
具
体

的
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ヤ
ス
デ
問
題
の
解
決
や
犬
の
放

し
飼
い
防
止
な
ど
、
生
活
環
境
に

関
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
年
々
高

ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
様
々

な
相
談
、
苦
情
等
に
対
し
て
迅
速

か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
と

も
に
、
快
適
な
暮
ら
し
の
維
持
に

向
け
、
住
民
の
目
線
に
立
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
一
層
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
安
全
な
地
域
づ
く
り
の

推
進

　

台
風
や
局
部
的
豪
雨
な
ど
自
然

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
治
山
治
水
等
の
防
災
対
策

の
一
環
と
し
て
急
傾
斜
地
の
「
崩

壊
対
策
事
業
」（
柳
町
２
地
区
・
小

俣
４
地
区
・
朝
仁
新
８
地
区
・
鳩

浜
２
地
区
）
を
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

訪
問
販
売
や
電
子
商
取
引
、
振

り
込
め
詐
欺
、
消
費
者
金
融
等
の

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
市
民
を
保
護
す
る

た
め
、
出
前
講
座
の
積
極
的
開
催

に
努
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

よ
り
密
に
し
、
被
害
の
未
然
防
止

を
図
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

相
談
に
つ
い
て
は
、
奄
美
法
律
相

談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
と
の
協

力
体
制
を
図
り
問
題
解
決
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
通
信
シ
ス
テ
ム
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
名
瀬
測
候
所

や
地
域
Ｆ
Ｍ
放
送
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
早
い
、
多
く
の

防
災
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
確

保
し
、
消
防
・
防
災
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
消
防
団
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
の
代
替
整
備
を
進
め
、

ま
た
、
救
急
救
命
士
養
成
研
修
へ

の
職
員
派
遣
、
救
急
用
器
具
等
の

配
備
を
行
い
、
救
命
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

４
地
域
の
中
で
教
え
、

学
ぶ
教
育
・
文
化
の
ま

ち
づ
く
り

　

今
日
の
我
が
国
は
、
少
子
高
齢

化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
情
報
化

の
進
展
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
、
家
庭
や
地
域
社
会
の

教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ

意
欲
の
低
下
や
公
共
心
の
欠
如
、

規
範
意
識
・
道
徳
心
の
低
下
が
指

摘
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
克
服
の
た
め
、
新
し
い
時
代
の

教
育
の
基
本
理
念
を
明
示
し
た
、

教
育
基
本
法
が
、
平
成
18
年
12
月
、

制
定
以
来
60
年
振
り
に
改
定
さ
れ
、

ま
た
、
平
成
19
年
に
は
、
い
わ
ゆ

る
教
育
関
連
三
法
が
公
布
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
で
は
、
教
育
基
本
法
や
昨

年
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
教
育

振
興
基
本
計
画
等
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る

施
策
の
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
１
）
学
校
教
育
の
充
実

　

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、「
豊
か
な
人
間
性
」、「
確
か
な

学
力
」、「
た
く
ま
し
く
生
き
る
た

め
の
健
康
・
体
力
」
を
備
え
た
「
生

き
る
力
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
各
々
、
役
割

を
認
識
し
、
連
携
を
強
め
て
い
く

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
共
に
生
き
る
教
育
『
奄

美
の
子
ら
を
光
に
』」
の
理
念
の
下
、

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
ず
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
に

確
か
な
学
力
の
定
着
と
向
上
を
図

り
、心
の
ふ
れ
あ
う
生
徒
指
導
（
適

応
指
導
教
室
の
活
用
）、
特
別
支
援

教
育
の
充
実
（
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
配
置
）、
一
校
一
運
動
の
推

進
、
食
育
の
充
実
、
調
和
の
と
れ

た
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き

た
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

や
、
豊
か
な
自
然
や
郷
土
の
教
育

的
風
土
に
根
ざ
し
た
体
験
活
動
、

地
域
の
人
材
を
生
か
し
た
学
習
、

小
規
模
校
特
別
認
可
制
度
に
よ

る
小
規
模
校
の
活
性
化
や
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
支
援
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
奄
美
市
ふ
る
さ
と
創
生

人
材
育
成
基
金
」
の
活
用
を
図
り
、

ま
た
、
姉
妹
都
市
の
「
ナ
カ
ド
ウ

チ
ェ
ス
市
」
と
の
交
流
を
推
進
し
、

国
際
的
な
視
野
に
立
ち
、
地
域
の

要
請
に
対
応
で
き
る
奄
美
を
愛
す

る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
皆
既
日
食
な
ど
の
観

察
を
通
し
て
、
奄
美
の
自
然
環
境

を
理
解
し
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

豊
か
な
心
の
育
成
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

教
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

老
朽
化
し
た
奄
美
小
学
校
屋
外

プ
ー
ル
の
改
築
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な

教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

も
活
用
さ
れ
る
屋
内
運
動
場
の
耐

震
改
修
工
事
に
努
め
、
引
き
続
き

校
舎
の
耐
震
診
断
を
は
じ
め
、
各

小
中
学
校
等
の
付
帯
施
設
の
整
備

も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

金
久
中
学
校
校
舎
改
築
へ
向
け
、

設
計
・
耐
力
度
調
査
・
地
質
調
査

を
行
い
、
年
次
的
に
教
育
環
境
の

整
備
・
営
繕
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
昨
年
、
実
施
設
計
を
行

な
い
ま
し
た
「
笠
利
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
22
年
度
完
成
を
目
指
し
、

工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
の
整

備
と
し
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
の

不
慮
の
事
故
に
備
え
、
市
内
全
小
・

中
学
校
に
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
防
犯
用
具
の
「
さ
す

股
」
等
を
各
小
中
学
校
に
設
置
し
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
高
等
教
育
機
関
・
研
究

機
関
等
の
設
置

　

高
等
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
、「
奄
美
市
高
等
学
校
振
興

対
策
協
議
会
」
を
設
置
い
た
し
、

奄
美
市
の
高
等
学
校
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
議
論
・
検
討
を
進
め
、

意
見
を
集
約
し
、
県
教
育
長
に
要

望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
が
、

近
年
の
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
生

徒
数
減
少
の
中
で
、
奄
美
市
に
お

け
る
高
等
学
校
の
再
編
整
備
計
画

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う

し
た
中
、
大
島
北
高
校
に
つ
い
て

は
、
存
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
生
徒
数
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
依
然
、
厳
し
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
島
北

高
校
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
継

続
し
て
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
等
教
育
機
関
・
研
究
機
関
等

の
設
置
は
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
鹿
児
島
大
学
大
学
院
奄

美
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
の
運
営
を
支

援
し
、
人
材
の
育
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、
鹿
児
島
大
学
や
琉
球
大

学
、
奄
美
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
会

員
企
業
等
と
連
携
し
未
利
用
資
源

を
活
か
し
た
研
究
開
発
を
促
進
す

る
な
ど
、
機
関
の
設
置
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　（
３
）
生
涯
学
習
の
推
進

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
市
民
ひ
と
り
一
学
習
・
一

ス
ポ
ー
ツ
・
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

普
及
拡
大
に
向
け
て
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
学
習
機
会
の
拡
充
や
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
団
体
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
，
家
庭

教
育
及
び
青
少
年
教
育
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
体
験
交
流
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
野
県
小
川
村
及
び

群
馬
県
み
な
か
み
町
と
の
交
流
を

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

講
座
の
充
実
・
自
主
事
業
の
積
極

的
な
展
開
や
新
年
度
に
オ
ー
プ
ン

す
る
県
立
奄
美
図
書
館
と
の
連
携

を
通
し
て
、
市
民
の
多
様
化
す
る

生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
４
）
地
域
文
化
の
保
存
・
継

承
と
振
興

　

文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る

喜
び
を
も
た
ら
し
、
シ
マ
の
魅
力

を
高
め
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
あ
り
、
芸
術
文
化
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

奄
美
市
に
お
い
て
は
、
地
域
の

宝
で
あ
る
文
化
・
文
化
財
等
の
掘

り
起
こ
し
と
学
術
的
調
査
を
行
い
、

郷
土
学
習
、
観
光
産
業
な
ど
を
網

羅
し
、
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た

「
文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
の
計
画
策
定
に
着
手
い
た
し

ま
す
。

　

地
域
文
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
を
主
役
と
す
る
伝
統
文

化
を
始
め
自
主
文
化
事
業
な
ど
を

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
市
民
の

文
化
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
を
導
入
し
国

指
定
の
赤
木
名
城
を
含
め
た
赤
木

名
地
区
の
文
化
的
景
観
事
業
や
住

用
地
区
の
文
化
財
分
布
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
湊
フ
ワ
ガ
ネ
ク
遺
跡
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
国
指
定
に
向
け

た
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
奄
美
群
島
全
体
を
視

野
に
、
動
植
物
を
含
め
た
文
化
・

文
化
財
の
総
合
的
な
把
握
に
努
め
、

施
策
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

　

社
会
体
育
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
、
３
地
区
一
体
と
な
っ

た
新
市
で
は
初
め
て
の
市
民
体
育

祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
笠
利
地
区
で
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に

市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
及

び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
連
携
を

強
化
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
社
会
体
育
施
設
の
整

備
・
充
実
や
そ
の
有
効
利
用
に
努

め
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想

に
基
づ
く
施
策
の
展
開
に
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
・
受
け
入
れ

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

【金作原原生林】

【生涯学習講座閉講式】

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



奄美市だより　平成２１年４月号 （�）

【奄美に初めて来られた方へ】
　現在、奄美群島ではヤンバルトサカヤスデという
不快害虫が発生・まん延しています。人や農作物に
被害を与えたりはしませんが、不快感を与えるため、
防除方法についてご紹介します。
●環境整備
ヤスデの生息しにくい環境作りを、地域で一体となっ
て、繰り返し行うことが重要です。
＊土手の草払いや下草刈りを徹底し、日当たりをよ
くし、暗く湿った場所をつくらないようにしましょう。
＊側溝は周辺も含めて清掃を徹底し、ヤスデが入り
込まないようにして、雨水に流れて移動することを
抑制しましょう。
●侵入防止
ヤスデは集団移動したり、壁や塀をよじ登ったり、
家の中に侵入したりします。
＊ヤスデは表面がツルツルした所は進めません。ロ
ウ ( 蝋 ) テープやステンレス板を家屋の周り ( 柱や
壁など ) に張ることで侵入を防止することができま
す。(「ヤスデ返し」の設置 )
＊ヤスデは薬剤に弱いといわれています。自然環境
と居住環境の境界部に殺虫剤を散布しておくと侵入
を防止出来ます。
●駆除方法
　ヤスデ用薬剤の半額補助を実施しています。薬剤
は、下記の取扱所で半額で購入出来ます。（ただし、
購入するときは、印鑑をご持参下さい）

・JA 奄美名瀬支所（℡ 52-3300）
　薬剤：コイレット（６２５円）

・（株）翔薬（℡ 54-0030）
　薬剤：シャットアウト（７１０円）
環境保全のため、薬の撒き過ぎに注意しましょう。
○問い合わせ先：市民協働推進課環境保全係　
52-1111(1242)

平
成
21
年

春
の
地
域
安
全
運
動

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

期
間

平
成
21
年
４
月
６
日
～
４
月
20
日

自
転
車
の
盗
難
防
止

●
自
転
車
は
防
犯
登
録
し
、
ワ
イ

ヤ
ー
錠
等
で
二
重
ロ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。（
防
犯
登
録
の
有
効

期
限
は
７
年
）

●
自
転
車
を
駐
輪
す
る
時
に
は
、

確
実
に
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
ツ
ー
ロ
ッ
ク
す
る
時
に
、
近
く

に
固
定
物
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
利

用
す
る
の
が
よ
り
良
い
方
法
で

す
。

子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

●
一
人
で
遊
ば
な
い
。

●
被
害
に
遭
っ
た
ら
、
大
声
出
す

か
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
て
、

周
囲
の
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。

●
夜
間
は
、
人
通
り
の
多
い
明
る

い
道
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
の
防
止

●
あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
る
！

●
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。

●
ま
ず
相
談
す
る
。

●
安
易
に
支
払
を
し
ま
せ
ん
。

●
相
手
と
連
絡
を
取
り
ま
せ
ん
。

●
個
人
情
報
を
教
え
ま
せ
ん
。

侵
入
犯
罪
の
防
止

●
家
の
玄
関
や
窓
な
ど
に
は
ツ
ー

ロ
ッ
ク
（
二
重
の
施
錠
）
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、

ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
か
ぎ
を
か

け
、
隣
へ
の
声
か
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
ふ
だ
ん
か
ら
近
所
づ
き
あ
い
を

大
切
に
し
て
、
見
か
け
な
い
人

に
は
、
積
極
的
に
ひ
と
声
か
け

ま
し
ょ
う
。

毎

月

11

日

は
、
地
域
安

全
の
日
で
す

『ふれあい教室』へのご案内
学校へは行きたい、友達とも遊びたい　だけど、なぜか登校
できない…
という児童生徒のために、奄美市教育委員会では『ふれあい
教室（適応指導教室）』を開設しています。

「ふれあい教室」のねらい
「ふれあい教室」は、奄美市役所別館３階で開設しています。
「ふれあい教室」は、いろいろな体験的活動を通して人間関
係を深めながら、「自立する力」を身につけて学校に復帰す
ることをねらいとしています。
※「ふれあい教室」へ入室すると出席した日は、学校でも出
席扱いになります。

「ふれあい教室」では
・一人一人にあった日程や、時間割を担当者（支援者）と

話し合って生活します。
・担当者（支援者）は、「教育相談員」があたります。

「ふれあい教室」での学習は
・工作をしたり、絵を描いたりする等の創作活動を通して、

自分の個性を伸ばします。
・卓球、ゲーム等のレクリエーションを通して、仲間づく

りに取り組みます。
・一人一人の児童生徒のペースにあわせた教科の学習を通

して、自分で学習する力を伸ばします。
※入室している児童生徒は、自分たちの学校行事に参加し

たり、登校したりすることもできます。
入室のしかたは
・随時入室できます。児童生徒の入室を希望する場合は、

学校へおたずねください。
・奄美市教育委員会へ直接おたずねになる場合は，下記へ

お電話ください。
・奄美市教育相談室５２- １１１１（内線）１７３２
・奄美市教育委員会学校教育課５２- １１１１（内線）

１７２３ ・ １７２４・１７０６
※「ふれあい教室」では、電話・来所・訪問相談に応じて

います。「学校へ行きたがらない。」「学校へ行きたいけれ
ども行けない。」というような傾向が見られましたら、早
めにご相談ください。

※奄美市教育委員会は、学校長を通じ、保護者への入室通
知をします。

ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
社
会
体
育

の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

５
計
画
の
実
現

　

本
市
は
、
行
政
改
革
大
綱

「
奄
美
市
行
革
普
請
」
に
基

づ
き
、
平
成
27
年
度
ま
で
の

「
事
業
実
施
計
画
及
び
財
政
計

画
」、「
定
員
適
正
化
計
画
」
を

策
定
し
、
さ
ら
に
は
「
組
織
機

構
の
基
本
的
方
針
」
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
行
財
政
運

営
の
指
針
に
据
え
、
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
審
査
を
お
願
し
て
お

り
ま
す
平
成
21
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る

歳
入
の
落
ち
込
み
が
顕
著
と
な

る
中
で
、
国
の
地
方
財
政
計
画

へ
の
支
援
も
あ
り
、
予
算
編
成

上
、
財
源
不
足
の
解
消
が
図
ら

れ
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
経
営
の

旗
手
と
し
て
行
財
政
改
革
を

継
続
し
つ
つ
、
官
民
の
役
割
分

担
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
と

負
担
、
補
助
金
や
給
付
事
業
の

あ
り
方
な
ど
、
聖
域
を
設
け
る

こ
と
な
く
議
論
も
進
め
な
が
ら

実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
行
財
政
改
革
の
推
進

　

改
革
の
３
つ
の
柱
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
「
市
役
所
の
改
革
」

で
は
、
人
件
費
の
抑
制
に
努
め

る
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

市
長
及
び
副
市
長
等
特
別
職

を
は
じ
め
、
一
般
職
員
に
つ
い

て
も
、
給
料
の
減
額
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
の
定
員
適
正
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
の
指
針
に
基
づ

き
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
期
限

年
度
で
あ
る
平
成
21
年
度
ま

で
に
約
670
名
（
5.7
％
程
度
）
に

削
減
し
、
行
政
改
革
大
綱
実

施
計
画
で
定
め
る
平
成
27
年

度
の
目
標
は
、
約
500
人
（
30
％

程
度
）と
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
現
在
の
職
員
数

は
、
674
名
で
あ
り
ま
す
が
、
平

成
20
年
度
末
ま
で
に
は
目
標

を
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
適
正
な
規
模
を

維
持
し
つ
つ
、
人
件
費
の
抑
制

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
入
の
確
保
対
策
と

し
ま
し
て
は
、
昨
年
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
は
じ
め
、
自
治
体
を

取
り
巻
く
財
政
環
境
に
変
化

の
兆
し
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

引
き
続
き
、
税
や
使
用
料
な

ど
の
収
納
率
向
上
対
策
の
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
共
施
設
等

で
の
企
業
広
告
に
よ
る
歳
入
確

保
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
織
機
構
に
つ
き
ま
し
て

は
、
行
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
の
目
標
達
成
を
図
る
た
め
、

直
面
す
る
大
量
退
職
者
に
備

え
た
組
織
の
統
廃
合
、
再
編
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度

か
ら
見
直
し
作
業
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
組
織
機

構
は
、
計
画
達
成
へ
の
過
程
に

お
い
て
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
位

置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
長
期
的
視
点
に

立
ち
、
組
織
機
構
や
職
員
定

数
等
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

入
札
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
公
平
性
、
透
明

性
の
確
保
に
努
め
、
公
共
工
事

の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に

も
考
慮
し
つ
つ
、
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
可
能
な
工
種
へ
の
一

般
競
争
入
札
制
度
の
導
入
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

電
子
入
札
制
度
の
導
入
に
つ

き
ま
し
て
は
、平
成
21
年
度
に
、

電
子
機
器
類
の
環
境
整
備
を

進
め
、
模
擬
入
札
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

改
革
の
２
点
目
の
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
」
で
は
、
先

程
、申
し
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

組
織
機
構
の
再
編
の
中
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ

と
の
無
い
よ
う
必
要
な
措
置
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
と
行
政
と
の
接
点
と

な
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

は
、
職
員
の
接
遇
能
力
や
管
理

監
督
者
の
指
導
・
監
督
能
力
の

向
上
な
ど
、
人
事
管
理
体
制
の

構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
自
治
研
修
セ

ン
タ
ー
の
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」
を
導
入

し
、
研
修
の
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
主

体
的
な
企
画
に
よ
る
職
場
内

研
修
や
自
己
研
鑽
へ
の
支
援
を

積
極
的
に
行
い
、
意
識
改
革
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
事
務
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、「
計
画
、
実
施
、

検
証
、
見
直
し
」
を
体
系
化
し

た
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
に

よ
る
進
行
管
理
体
制
を
強
化

し
、
財
政
計
画
と
連
動
し
た
効

果
的
・
効
率
的
な
政
策
決
定
、

政
策
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

は
、
導
入
の
主
旨
に
沿
っ
て
検

証
を
行
い
、
各
種
施
設
や
事
務

事
業
を
含
め
た
民
間
委
託
等

の
可
能
性
を
検
討
す
る
な
ど
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
行

政
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
住
民
参
画
の
推
進

　

改
革
の
３
点
目
は
「
市
民
と

行
政
の
共
生
・
協
働
力
」
に
よ

る
改
革
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　
「
共
生
・
協
働
に
よ
る
快
適

で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
に

向
け
て
は
、「
自
助
、
互
助
、

共
助
、
公
助
」
の
普
及
拡
大
に

努
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

育
成
と
活
性
化
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
合
併
ま
ち
づ

く
り
基
金
」
を
最
大
限
に
活
用

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
な
る
集
会
施
設
の
改
修

や
公
共
施
設
の
住
民
へ
の
開
放

等
「
場
」
の
整
備
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
集
落
１
ブ
ラ
ン

ド
事
業
」
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
住
民
や
担
当
職
員
と
の
連

携
を
図
り
、
集
落
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｐ
Ｒ
、
商
品
化
等
の
支
援
に
努

め
、
新
た
な
「
宝
」
の
発
掘
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
度
完
成
し
た
笠
利
東

部
・
西
部
地
区
の
地
域
間
交
流

拠
点
施
設
の
有
効
活
用
に
努

め
る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度

は
、
名
瀬
地
区
有
良
集
落
に
お

い
て
、
地
域
の
「
宝
」
を
守
り

育
て
な
が
ら
、
集
落
ブ
ラ
ン
ド

の
産
地
化
や
他
の
観
光
拠
点

施
設
等
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、
交
流
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠

点
施
設
の
整
備
に
着
手
い
た
し

ま
す
。

　

次
に
、
共
生
・
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
町
内
会
・
自
治

会
，
集
落
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連

携
強
化
を
図
る
た
め
、
市
民
提

案
型
の
「
紡
ぐ
き
ょ
ら
の
郷
づ

く
り
事
業
」
や
「
創
造
プ
ロ
グ

ラ
ム
助
成
事
業
」
を
創
設
し
、

創
意
工
夫
に
富
み
、
モ
デ
ル
と

な
り
得
る
先
駆
的
・
創
造
的
な

事
業
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
権

限
移
譲
を
受
け
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
設
立
認
証
、
届
出
の
処
理

等
の
迅
速
化
に
努
め
る
な
ど
、

事
業
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
は
、
庁
内
に
配
置

し
ま
し
た
推
進
委
員
や
推
進

担
当
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、「
奄
美
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
」
の
議
論
を
踏
ま
え
、

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
地
域
情
報
化
の
推
進

　

地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
ア
イ
エ

ス
）
ジ
ャ
パ
ン
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

事
業
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
創
設

な
ど
情
報
通
信
産
業
の
誘
致

と
、
雇
用
の
確
保
が
図
ら
れ
る

な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
を
踏
ま

え
、
次
期
奄
振
計
画
で
示
さ
れ

た
情
報
通
信
産
業
の
支
援
策

と
の
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き

地
元
企
業
の
育
成
・
拡
充
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
や
、
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業

の
拡
充
、
電
子
自
治
体
の
構
築

を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
な

る
地
域
情
報
化
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

平
成
23
年
7
月
ま
で
に
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
、
開

局
し
た
名
瀬
基
幹
中
継
局
の

受
信
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
化
へ
円
滑
に
移
行
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
難
視
聴
地
域
の
解

消
に
向
け
、
引
き
続
き
郡
内
他

町
村
と
連
携
し
国
、
県
に
対
し

要
望
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
モ
デ
ル

構
築
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
奄
美
の
健
康
な
暮
ら
し
に
根

差
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
商
品
開
発

や
健
康
資
源
、
環
境
資
源
の
ビ

ジ
ネ
ス
化
に
取
り
組
み
、
健
康

に
関
す
る
各
種
情
報
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戸
籍
電
算
化
シ
ス

テ
ム
の
本
格
的
な
稼
動
に
伴

い
、
住
基
デ
ー
タ
と
戸
籍
・
附

票
デ
ー
タ
と
の
連
携
を
図
り
、

戸
籍
事
務
及
び
住
民
基
本
台

帳
事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
に

よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

施
政
方
針
は
奄
美
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

●
奄
美
市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→

　

行
政
情
報
→
施
政
方
針

名瀬都市計画道路３・５・１６号永田平
田線（おがみ山バイパス）の計画変更に
伴う公聴会について
　標記の都市計画について，皆さんのご意見を伺う
ため，下記のとおり公聴会を開催します。公聴会で
意見を述べることを希望される方は，下記「公述申
込みの方法」により公述申出書を提出して下さい。
なお，公述の申込みがない場合は，公聴会を中止す
ることになります。

記
①日時：平成２１年４月２６日（日）午後１時から
②場所：名瀬公民館ホール（奄美市名瀬幸町２５－１２）
③公述申込みの方法：
(1)申込先
ア　郵送又は直接持参
　・鹿児島県都市計画課
　〒890-8577　鹿児島市鴨池新町10番１号
　・鹿児島県大島支庁建設部建設課道路建設係
　〒894-8501　奄美市名瀬永田町１７－３
イ　FAX　鹿児島県都市計画課　099-286-5633
ウ　メール　鹿児島県都市計画課
　　toke-tyo@pref.kagoshima.lg.jp
(2)申込みの方法
　公述申出書（意見の要旨，その理由，住所，氏名，
年齢，職業及び電話番号を記載したもの）を郵送，
直接持参，FAX，メールのいずれかの方法で提出し
て下さい。公述申出書の様式が必要な方は，下記
問い合わせ先にご連絡ください。また，県のホーム
ページ（http://www.pref.kagoshima.jp/infra/toshi/
sakutei/kochokai.html）からもダウンロードできます。
(3)申込みの期限
　　平成21年4月20日（月）まで（必着）
　（ただし，直接持参については平成21年 4月20日（月）
午後５時まで）
(4)公述人の選定
　公述の申込みが多数の場合や，同じ趣旨の公述が多
数ある場合には，公述人を選定することや時間につい
ても調整することがあります。また，意見の内容が当該
案件に関係ない場合には，公述できません。公述人を
選定したとき，あるいは意見の内容によって公述がで
きないときは，その旨を本人に通知します。
(5)原案の閲覧場所
　　鹿児島県都市計画課，大島支庁建設部建設課
　　道路建設係，奄美市都市整備課
(6)原案の閲覧期間
　　平成２１年４月１日（水）から
　　平成２１年４月20日（月）まで
　　午前８時３０分から午後５時まで（ただし，土日は除く。）
④問い合わせ先
　・鹿児島県都市計画課
　　〒890-8577　鹿児島市鴨池新町１０番１号
　　TEL：099-286-3680・3678（直通）
　・鹿児島県大島支庁建設部建設課道路建設係
　　〒894-8501　奄美市名瀬永田町１７－３
　　TEL：0997-53-1111（内３３７）
　・奄美市都市整備課
　　〒894-8555　奄美市名瀬幸町２５－８
　　TEL：0997-52-1111（内１２２３）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）



奄美市だより　平成２１年４月号（�）

《アウトドア＆スターウォッチング春》～ ゴールデンウィーク中 ～
自然の家に泊って満天の星空を観察してみませんか
期日：平成２１年５月２日（土）～３日（日）
参加対象：幼児から高齢者まで、家族やグループ何人でも参加でき
ます。また、もちろんお一人でも可。詳細につきましては、下記の連
絡先までお問い合わせください。
申込・連絡先：県立奄美少年自然の家     
住所：〒 894 － 0043　奄美市名瀬朝仁赤崎１０９６－２
ＴＥＬ：５３－１０３２　ＦＡＸ：５３－１０３３
詳しくは，少年自然の家ホームページ  http://www.pref.kagoshima.
jp/kikan/amami/index.html をご覧ください。

【別添】

最　低　賃　金　額 

時　間　額（円）

必ずチェック　最低賃金！

鹿児島労働局（099-223-8278）・各労働基準監督署
http://www.kagoshima.plb.go.jp/

【最低賃金テレホンサービス　099-223-8881】

★最低賃金に関するお問い合せ先★

★　鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、別に定める

　特定（産業別）最低賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

鹿児島県最低賃金が時間額６２７円に！！

【鹿児島県最低賃金が平成２０年１０月１８日より時間額６２７円に改正されました。】

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

効　力　発　生　日

627 平成20年10月18日

使用者も

労働者も

国民年金保険料が変わります
平成２１年度の１ケ月の国民年金保険料が、14,660円になります。
通常払いの場合,14,660円×12月=175,920円の保険料となりますが,
以下の表のとおり,お得な割引料金が設定されています。

平成２１年度（４月から３月）国民年金保険料　納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

1ヶ月分 6ヶ月分 1年度分
保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書によ
る現金納付及び翌月末
振替の口座振替）

14,660円 － 87,960円 － 175,920円 －

毎月振替【早割】（当月
末振替の口座振替）

14,610円 50円 87,660円 300円 175,320円 600円

６ヶ月前納（現金納付） － － 87,250円 710円 174,500円 1,420円

６ヶ月前納（口座振替） － － 86,960円 1,000円 173,920円 2,000円

１年前納（現金納付） － － － － 172,800円 3,120円

１年前納（口座振替） － － － － 172,230円 3,690円

※ 一部納付（一部免除）されている方は，口座振替の場合は，保険料の割引がない「毎月納付
（翌月末振替）」のみのご利用となります。現金納付の場合は，保険料の割引がある前納制度を
利用することができます。

（お問い合わせ先）
名瀬総合支所市民課国民年金係　ＴＥＬ５２－１１１１内線１１２７～１１２９
笠利総合支所市民課市民サ－ビス係　ＴＥＬ　６３－１１１１　内線３０２６
住用総合支所市民課市民サ－ビス係　ＴＥＬ　６９－２１１１　内線２１０３
奄美大島社会保険事務所　ＴＥＬ　５２－４３４１

　「古稀なれどピンクの水
着似合ひけり」オープン
以来ほとんど毎日続けて
います。頸椎と腰椎は良
くなり、外反母趾が痛い
ので、サウナで暖めて指
の屈伸やストレッチング
をしています。「継続は力
なり」続けることが大事。
無料送迎バスとスタッフ
の皆さんの年中無休のご
指導ぶりに感謝していま
す。

　３年前に病に倒れ、こ
の様なリハビリ施設を待
ちかねていた所、タイミン
グ良くオープンしたタラソ
を知り早速、夫婦で会員
になりました。
　おかげ様で２人共、心
身共に健康状態も良く快
適な青春を過ごしていま
す。これからもヨロシクお
願いします。

　

二
月
下
旬
か

ら
三
月
は
、
お

別

れ

遠

足

の

シ
ー
ズ
ン

　

奄
美
海
洋
展

示
館
、
大
浜
海

浜
公
園
に
も
た

く
さ
ん
の
お
友

だ
ち
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
展
示
館
の
お
魚
さ

ん
も
カ
メ
さ
ん
も
、
お
客
さ
ん
が
多
い
と
大
喜

び
！

　

そ
の
わ
け
は
、
そ
う
で
す
、
い
つ
も
よ
り
エ

サ
を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
か
ら
な
の
で
す
。
来

て
い
た
だ
い
た
お
友
だ
ち
に
は
、
お
魚
や
カ
メ

に
エ
サ
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
カ
メ
さ
ん
に

は
実
際
に
さ
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
カ
メ
さ
ん
か
わ
い
い
！
」
「
私
、
も
う
何
回

も
来
て
る
よ
」
「
お
家
で
飼
い
た
い
」
と
楽
し

そ
う
に
話
す
顔
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
自
然
に

笑
顔
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

お
客
様
が
お
帰
り
に
な
る
際
に
は
、
大
水
槽

で
一
番
大
き
な
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
「
バ
イ
！
バ

イ
！
」
を
す
る
よ
う
に
前
足
を
振
っ
て
く
れ
た

り
も
し
ま
す
よ
。
そ
の
と
き
は
、ぜ
ひ
「
バ
イ
！

バ
イ
！
」
と
返
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、
展
示
館
に
は
現
在
四
百
匹
以
上
の
海

洋
生
物
と
数
種
類
の
川
の
生
物
が
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
二
百
五
十
匹
ほ
ど
を
展
示
し
て
い
る
の

で
す
が
、「
ど
う
し
て
全
部
の
お
魚
さ
ん
を
入

れ
て
く
れ
な
い
の
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ま
ず
水
槽
の
大
き
さ
で
入
れ
ら
れ

る
魚
の
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
。
同
じ
種
類
の
お

魚
を
入
れ
る
と
な
わ
ば
り
争
い
で
ケ
ン
カ
を
し

て
し
ま
う
こ
と
。
そ
し
て
他
の
魚
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
お
魚
が
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
考
え
な
が
ら
観
て
い
た
だ
け

る
と
楽
し
み
方
も
少
し
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

奄
美
海
洋
展
示
館　
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【カメさんと一緒にポーズ】

あまみ長寿食材お弁当レシピカード集が
完成しました
～奄美の島野菜でお弁当をつくってみませんか～
　平成 20 年 11 月 30 日に開催されたあまみ長寿食材お
弁当レシピコンテストにおいて 100 作品の応募作品の中
から選びぬかれた 20 作品がカード集として完成しました。
リング付のカード集ですので台所の冷蔵庫などのフックに
掛けてご利用できかます。6 つの島野菜（ツバシャ・ニガ
ウリ・トッツブル・シブリ・パパイヤ・ハンダマ）をメイ
ンに旬の野菜をお弁当やお食事のおかずにして健康増進に
お役立てください。（お一人一冊まで。料金は無料です。
詳しくは各総合支所までお問い合わせください。）

地域再生への挑戦ＤＶＤ貸出しています
　まちづくり日本一に輝いた「やねだん」集落の公民館長　
豊重哲郎さんが平成 20 年 2 月 1 日の第 3 回まなびフェスタ
にて「地域再生への挑戦」と題して感動の講演会が開催され
ました。豊重館長のご協力によりこの講演会の貸出ＤＶＤを
作成することができました。ご希望の方は、下記窓口担当課
にて貸出しておりますのでご利用ください。

　　　　　名瀬総合支所　健康増進課　　　５２－１１１１
　　　　　笠利総合支所　いきいき健康課　６３－２２９９
　　　　　住用総合支所　保険福祉課　　　６９－２１１１

電話：５２－１１１１内線７１５・７１６
◎譲ります
登録
番号

品名 ( ) 内は数量 規 格 希望価格

88 会議用テーブル（1） 応談

91 ダイエットマシーン（1） 5,000円

92 洋服タンス（1） 6段 5,000円

93 加湿器（1）
東芝
木造6畳・プレハブ10畳

2,000円

97 大人用ベット（1） シングル 10,000円

98 はたおり機（1） 応談

100 製氷機（1） ホシザキ 応談

101 冷凍庫（1） 東芝（176×73×88） 応談

102 テレビ14型（1） サンヨー 応談

103 テレビ21型（1） サンヨー 応談

104 ビデオデッキ（1） サンヨー 応談

105 自動串焼き機（1） 1年前中古購入 応談

106 除湿機（2） 応談

107 シーカヤック（1） 応談

108 自動車（1）
日産プレサージュ
(平成9年)

25万円
(応談可)

＜リサイクル情報＞

◎求めます
・ビックスクーター、ベビーベット、ワープロ、船外機、テレビ
　…なるべく安価で。価格は応談。

平成21年3月11日現在

リサイクルの情報につきましては、市民課市民生活係までお問
い合わせください。

現在
申込み住宅
佐大熊 244 世帯 590 戸
春日 70 世帯 316 戸
平田 103 世帯 140 戸
永田 57 世帯 30 戸
小浜 80 世帯 32 戸
浜里 218 世帯 240 戸
田雲 99 世帯 106 戸
真名津 131 世帯 70 戸
その他 180 世帯 130 戸

※空家： 住用地区戸玉（５戸）
 市 （２戸）

笠利総合支所　　建設課　　63-1111(内線 30)

住用総合支所　産業建設課　69-2111(内線212)

名瀬総合支所　建築住宅課　52-1111(内線215)

市営住宅空家待ち状況
平成21年3月5日

待ち世帯 対象戸数

※　既に入居申込みをされた方で、申込書の
記載内容に変更が生じた方は、必ず届出て下
さい。（入居基準にあてはならない場合は、
入居出来なくなります。）

※　平成２１年度から入居基準（所得が月額
１５万８千円以下）が変わりました

奄美市紡ぐきょらの郷（しま）づくり事業提案募集について
　奄美市きょらの郷づくり事業は、「市民が考
え、市民が主体となって、市民のために提供す
る」様々な事業を応援する制度で、市民団体等
が推進する知恵と工夫にあふれたまちづくり、

「自然・ひと・文化が共につくるきょらの郷」
奄美市の実現に向けた事業等に対し、その事業
費の一部を市が助成するものです。
　助成の対象は、地域や集落の活性化を目的と
した事業、集落ブランド活用事業、共生・協働
のまちづくりを推進する事業等が対象となりま
す。

　詳細は４月１０日（金曜日）から本市ホーム
ページ及び各総合支所で配布する「平成２１年
度奄美市きょらの郷づくり事業募集要項」をご
覧ください。

【問い合わせ先】
①地域活性化施設整備等助成事業

（施設や設備への助成）
担当：企画調整課企画調整係　52-1111
②創造プログラム助成事業（活動内容への助成）
担当：市民協働推進課市民協働係　52-1111



奄美市だより　平成２１年４月号 （�）

名瀬公民館

講座名 定 員 曜 日 時 間 学習内容（年間材料費） 講 師

健寿大学 150 第 3 水 14：00～ 講義・健康レクリェーション（無料講座）

島　 唄 60 第1・3金 19：00～ カサン唄を中心に島唄の基礎練習 佐藤　隆幸

三味線（初級） 40 第2・4金 19：00～ 三味線演奏・伴奏の基礎練習 久　義一

新民謡 50 第1・3水 19：00～ 新民謡の基礎練習 泉　清次

硬　 筆 50 第2・4水 19：00～ 硬筆の基礎練習 西　伸義

草木藍染 30 第2・4土 14：00～ 奄美の自然を使った草木藍染め・小物作り 安田　謙志

ハーモニカ 30 第1・3火 18：30～
複音ハーモニカの初級講座
（楽器・教材費等年間10,000円～12,000円） 圓野　勝彰

七宝焼 20 第1・3土 14：00～ ペンダント・ブローチ等の作成（年間約2,000円） 小俣　昭七

編　 物 30 第1・3金 14：00～ 初級者・上級者も楽しく（材料代実費） 久保　千恵子

洋裁（昼） 30 第2・4火 14：00～ 洋裁のしかた（材料代実費） 平　元恵

洋裁（夜） 30 第2・4火 19：00～ 優しく身に付く実用洋裁（材料代実費） 井ノ上　みのり

写　 真 30 第 2 日 14：00～ デジタルカメラの初歩的な扱い方と撮り方 麻井　庄二

ハーブクラフト 20 第 2 火 10：00～ 外来植物とその利用（年間約16,000円） 西　奈美

短　 歌 20 第 2 水 10：00～ 短歌を詠む喜ぶを学ぶ 奥　たずえ

紬 20 第1・3木 19：00～ 大島紬を丸かじり（年間約7,000円） 内山　初美

子ども手話 40 第2・4土 10：00～ 日常会話の手話通訳（無料講座） 本山　末男

子ども書道 30 第1・3土 10：00～ 楷書・かなの基礎練習（小中）（無料講座） 岩切　春子

子ども硬筆 30 第1・3土 10：00～ 硬筆の基礎練習（小中）（無料講座） 服部　香

小中学生の
海外文通

30 第2・4土 14：00～
色々な国の友達と，英語文通を楽しむ。
英語指導もいたします。（無料講座） 徳　みね嘉

金久分館
講座名 定 員 曜 日 時 間 学習内容（年間材料費） 講 師

健康と料理 40 第2・4日 13：30～ 奄美の長寿食材を活用した郷土料理（毎回約800円） 丸田　京子

レクダンス・
フォークダンス

40 第2・4月 19：00～ レクダンス・フォークダンスの基礎 山田　豊裕

和　 裁 40 第1・3水 14：00～ 和裁の基礎・着物リフォーム（材料代実費） 松岡　瑞代

生　 花 30 第2・4金 14：00～ 初歩の生花（毎回約1,300円） 高木　セツ子

ステップリーボック体操 20 第1・3木 19：00～ 台を使った全身運動・筋力脚力強化 川口　エチ子

六調太鼓（入門） 30 第1・3火 19：00～ 初めて六調太鼓を叩く人（太鼓・太鼓台等約48,000円） 橋口　ルリ子

六調太鼓（中級） 30 第1・3水 19：00～ 二年目の受講生 橋口　ルリ子

エッセイ・自分史 20 第 3 土 19：00～ エッセイ・自分史小説を書こう（毎回1,500円） 出水沢　藍子

舞 　踊 30 第1・3木 14：00～ 日本舞踊の基礎練習 東向　朋子

着 　付 40 第2・4木 19：00～ 着付の基礎・基本 栄　初枝

山の幸染め 20 第2・4水 14：00～ 水も火も使わずアイロンでの染色（毎回1,500円～3,000円） 和　淑子

奄美復帰と
薩摩侵攻4百年に
学ぶ

40 第2・4土 14：00～ 前半：ゲストに聴く　後半：座談会 花井　恒三

礼　 法 20 第2・4土 19：00～
いつの日も，いざという時に役立つ
礼儀作法を学びませんか？（約1,000円） 夜差　光代

四谷分館
講座名 定 員 曜 日 時 間 学習内容（年間材料費） 講 師

いきいき健康 40 第1・3土 14：00～ 健康体操・レクリェーションダンス 竹山　菊乃

ヘルシー料理 20 第2・4水 10：00～ 地場産を使ったヘルシー料理（年間約8,000円） 時　峯子

舞　 踊 15 第2・4木 14：00～ 日本舞踊の基礎 富田　美起子

さわやかリズム体操 35 第1・3金 19：30～ 有酸素・ストレッチ・筋力運動 安田　マチ子

フラダンス 40 第2・4水 19：00～ 優しい曲に癒されながら踊る 猪俣　徳子

英会話 20 第2・4月 19：00～ Let's enjoy English！（上級者除く） アンナ・ボール

伊津部分館
講座名 定 員 曜 日 時 間 学習内容（年間材料費） 講 師

社交ダンス 50 第1・3水 19：00～ 社交ダンスの基礎練習 野崎　晃弘

舞 　踊 40 第2・4水 19：00～ 日本舞踊の基礎練習 濱井　真寿美

着　 付 50 第1・3金 19：00～ 帯の結び方，基礎練習 壽　絹代

三味線（入門） 30 第2・4金 19：00～ 初めての方に，繰り返し基礎を教えます（三味線持参） 保坂　英次

指　 笛 30 第1・3日 14：00～ 指笛を鳴らし，曲が吹けるまで 定　藤仁

籐工芸 20 第2・4水 10：00～ 自由自在に簡単に出来る籐工芸（毎回約1,000円） 有田　傳子

プリザーブド・
フラワーアレンジメント

15 第1・3木 14：00～
インテリアやプレゼントとして色々な花をアレンジ
（初回5,300円，2回目以降は毎回約2,500円） 松本　和代

住用公民館
講座名 定員 曜日 時間 学習内容（年間材料費） 講師

島唄教室 20 第２・４・土 14：００～16：00 島唄の基礎練習 生元高男

パソコン教室 10 　　　〃 　　　　　〃 パソコン基礎練習（900円） 元田　勉

パッチワーク 20 第１・３・土 13：30～15：30 パッチワーク基礎（10,000円） 渡辺寿子

舞踊教室 20 第２・４・水 17：30～19：30 日舞の基礎 宇井ひろ子

生花教室 20 第１・３・木 19：00～21：00 初歩の生花 森田チヅ

囲碁教室 10 第1・３・土 14：00～16：00 囲碁の基礎 井上恒和

新民謡教室 20 第２・４・木 20：00～22：00 新民謡の基礎練習 久永美智子

茶道教室 10 第２・４・土 14：00～16：00 初歩の茶道 森田チヅ

レクリェｰション
ダンス教室

20 第１・３・金 １9：00～21：00 ダンスの基礎 赤塚リエ子

奄美文化センターで行われる講座
講座名 定員 曜日 時間 学習内容 講師

絵画（水彩） 30 第２・４・日 19：00～ 基礎デッサン、水彩画初歩 岬 眞晃

絵画（油彩） 30 第２・４・日 13：30～ 油彩（初級）・ｱｸﾘﾙ（中級） 久保井博彦

初心者のため
の茶道

30 第２・４・日 18：30～ 茶道の基礎・実践
福永秀子
安田マリ子

書道 30 第２・４・日 14：00～ 書道の入門・基礎 小山敦子

受付時間：H21 年 4月 13 日（月）～ 30 日（木）午前９時～午後５時
受付場所：奄美文化センター
申込方法：所定の申込用紙にご記入のうえ、奄美文化センターへお申込み
 　ください。電話による受付はいたしません。
受講料：１講座 1,500 円（年額）（経費：教材費等は自己負担となります。）
問い合わせ先：奄美文化センター   TEL52-1211　FAX52-6852

笠利公民館
講座名 定員 曜日 時間 学習内容（年間材料費） 講師

洋裁 20 第1.3金 9：30～ 洋裁の基礎・裁ち方・縫い方 前島チトセ

生花 20 第2.4火 14：00～ 生け花の知識・生け方実習 松元トミ

詩吟 20 第1.3土 14：00～ 詩吟の基礎 平井源好

社交ダンス 20 第2.4火 19：30～ 趣味・余暇を生かした学習 寺園美智子

盆栽 25 随時 14：00～ 一般盆栽知識 丈井清成

民謡（初級） 30 第1.3火 19：30～ 三味線の弾き方、島唄に唄い方 前田和郎

民謡（中級） 30 第2.4火 19：30～ 三味線の弾き方、島唄に唄い方 前田和郎

書道（1） 25 第1.2土 9：30～ 基本運筆から創作まで 豊田久夫

書道（2） 20 第1.3水 19：30～ 毛筆書写技能の向上 隈元俊郎

琉舞 20 第1.3金 19：30～ 楽しみながら踊れる琉球舞踊の基本練習 國島久美子

手話 10 第1.3木 19：30～ 手話の初歩から 中浜政則

パッチワーク 30 第1.3火 9：30～ 初歩からの講義・実習 山下美枝子

島唄（初級） 30 第2.4木 19：30～ 趣味・余暇を生かした島唄の学習
当原ミツヨ
当原秀毅

島唄（中級） 15 第1.3木 19：30～ 趣味・余暇を生かした島唄の学習 同上

大正琴 29 第2.4木 14：00～ 趣味を生かした学習 岩切エミエ

編物 10 第2.4金 9：30～ 編み物の理論と技能 山口京子

山野草探訪 50 随時 9：30～ 郷土の植物の観察 当田嶺男

着付け 20 第1.3水 19：30～ 一人で着物を着けて、帯が結べるまで 栄　夏代

レクダンス 30 第1.3水 19：30～ 楽しく踊りながら生活をエンジョイ 泉　一

民謡（一般） 30 第1.3火 19：30～ 趣味の島唄学習・後継者の育成
森山ユリ子
久保文雄

民謡（少年少女） 30 第2.4水 19：30～ 趣味の島唄学習・後継者の育成（免除） 同上

奄美歌謡（新民謡） 50 第2.4月 19：30～ 趣味・余暇を生かした新民謡の学習 久永美智子

ｿﾌﾄｴｱﾛﾋﾞｯｸｽ 20 第1.3土 19：30～ リズムに合わせて楽しく身体を動かし増進 白畑美香

日本舞踊新民謡 20 第2.4土 19：30～ 誰でも踊れる舞踊の基本練習 杜　幸子

フラダンス 40 第2.4金 19：30～
ハワイの文化であるフラ・アロハの心
を大切に、明るく楽しいレッスンを 板谷　香子

男の料理教室 15 第2.4土 14：00～ 初歩的な料理の作り方 池山ミチ子

天体観察 50 年2回 19：30～ 親子による星空の観察（免除） 川口和範

夏季休業
児童生徒習字

50 5日間 14：00～ 児童生徒の書写技術の向上（免除）
隈元俊郎
里　タカ子

分散講座

笠利書道 10 第1.3月 19：30～ 毛筆書写技能の向上 隈元俊郎

笠利編物 10 第2.4金 14：00～ 編み物の理論と技能 隈元和子

茶道 15 第2.4金 14：00～ お茶の基本と動作の実習 大山レイ子

節田民謡 45 毎月2回 郷土島唄の保存・後継者の育成 前田昭久

佐仁郷土芸能 50 毎月2回 地区の伝統芸能の学習と後継者の育成 前田和郎

中金久八月踊唄 30 毎月2回 八月踊りと唄の保存・後継者の育成 青山ケサ

親子読書会 300 月1回 児童の想像力・思考力を高める
各学校親子
読書指導員

藍染め 15 第2.4火 9：30～ 趣味・余暇を生かした学習 椛山いつみ

…新しくできた講座

講座名 定 員 曜 日 時 間 学習内容（年間材料費） 講 師

レクリェーションダ
ンス（浦上集会所）

25 第2・4火 20：00～ 楽しいレクダンス 赤塚　リエ子

生　 花（浦上集会所） 25 第1・3火 20：00～ 生花の基礎（毎回約1,300円） 牧　和香子

大正琴（有屋公民館） 25 第1・3火 14：00～ 大正琴の基礎練習アンサンブル（教材費約1,500円） 久　修子

パッチワーク
（仲勝公民館）

20 第2・4木 14：00～ 手作り・小物（材料費実費） 藤山　泰代

新民謡（朝仁児童館） 50 第2・4水 20：00～ 新民謡の基礎 久永　美智子

郷土料理（崎原小中学校） 15 第 3 土 20：00～ 島を味わい楽しむ 柿本　文夫

奄専お気軽クッキング
講座（奄美看護福祉
専門学校）

20 第 4 日 14：00～ 料理の楽しさを学ぼう！（毎回1,000円）
調理師養成
学科教員

各集会所（浦上・有屋・仲勝・朝仁・崎原・奄美看護福祉専門学校）

食生活改善推進員養成講座生募集
　地域の方の健康づくりのためにボランティア活動をしてみませんか？
　食に興味がある方のご応募をお待ちしています。
１．講座の期間　　平成 21 年６月～平成 22 年１月（８回）
２．場所　　　　　奄美市保健センター
３．募集条件　　　ボランティア活動に興味のある女性
４．お申し込み先　５月２０日までに（定員に達し次第締め切ります）
　　　　　　　　　奄美市健康増進課へ電話にてお申し込み下さい。
　　お問い合わせ先　奄美市健康増進課　　℡５２－１１１１



奄美市だより　平成２１年４月号（�）

※会費には，スポーツ安全保険料は含みません。
※途中加入者の年度会費は（年度会費÷１０ⅹ残月数）とします。
※途中で退会されても，返金はいたしませんのでご了承下さい。
※ファミリー会員（同世帯の方のみ）
※４月～６月は入会促進月間につきお得です。

問い合わせ先：ASAコミュニティクラブ事務局
　　　　　　　NPO法人　ASA　奄美スポーツアカデミー（名瀬総合体育館内）
電　話:54-8687　　FAX:54-8707

年度会費

１８歳以下 一般（19歳～59歳） 60歳以上

５，０００円 ８，０００円

会　費
◇１教室　会員

５，０００円

１８歳以下 一般（19歳～59歳） 60歳以上

◇フリー（多教室）会員

１０，０００円 １５，０００円 １０，０００円

フリー会員 無　　料

１教室会員 割引制度あり

各種大会・イベント・講習会

年度会費 ２０，０００円

１０，０００円

ファミリー

ファミリー

名瀬公民館　新着図書案内

 【一般】

＊『英雄の書　上・下』/ 宮部 みゆき

＊『告白』/ 湊 かなえ

＊『軍師 直江兼続』/ 坂口 安吾 外

＊『犯意　その罪の読み取り方』/ 乃南 

アサ

＊『いちばんやさしいおさいほうの基本』

/ 古御堂 誠子

＊『脳にいいことだけをやりなさい！』

/ マーシー・シャイモフ

＊『オバマ　ホワイトハウスへの道』

　【児童】

＊『がちゃがちゃ　どんどん』/ 元永 定

正

＊『ゆびでおはなし　くるくるさんぽ』

/ 梅田 俊作

＊『えほんのこども』/ 荒井 良二

＊『やさいぎらいの　やおやさん』/ 二

宮 由紀子

＊『かいけつゾロリ　イシシ・ノシシ大

ピンチ！！』/ 原 ゆたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　外

お知らせ
異動・お引越しのシーズンです。借りたま
まになっている図書などございませんか？
また住所などの変更はございませんか？利
用者カードの住所変更などは，公民館・図
書室窓口までお願いいたします。

平成２１年度　手話奉仕員養成講座 ( 入門課程 ) 受講生募集
　下記のとおり募集しますので、受講を希望される方は、氏名・
住所・電話番号をご連絡ください。
▼対象者：聴覚障害者と交流・コミュニケーションをしたい人
▼受講期間：平成２１年５月１３日（水）～平成２１年１２月２

日（水）までの毎週水曜日（合計３０回）
▼時間：午後７時～午後９時（２時間）
▼場所：奄美市役所名瀬総合支所４階会議室
▼受講料：テキスト代　２, ０００円
▼申込み先：奄美市役所名瀬総合支所福祉政策課ゆうあい係　Ｔ

ＥＬ５２－１１１１（内線１６０５・１６０６）　ＦＡＸ ５２
－２７８４

▼申込み期間：平成２１年４月１日
		  ～平成２１年４月３０日まで

平成２１年度　手話通訳者養成講座 ( 基本課程 ) 受講生募集
　下記のとおり募集しますので、受講を希望され
る方は、氏名・住所・電話番号をご連絡ください。

▼対象者：手話奉仕員養成講座（入門・基礎課程）
の修了者及び簡単な手話で会話のできる人

▼受講期間：平成２１年５月１５日（金）～平成
２１年１１月２７日（水）までの毎週金曜日（合
計２５回）

▼時間：午後７時～午後９時（２時間）
▼場所：奄美市役所名瀬総合支所４階会議室
▼受講料：テキスト代　２, ０００円
▼申込み先：奄美市役所名瀬総合支所福祉政策課ゆうあい係
　ＴＥＬ５２－１１１１（内線１６０５・１６０６）
　ＦＡＸ ５２－２７８４
▼申込み期間：平成２１年４月１日～平成２１年４月３０日まで

介護福祉士等修学資金貸与制度のご案内
　県社会福祉協議会では、県内の社会福祉施設等における介護福
祉士び社会福祉士の確保を図ることを目的として、平成 21 年度
入学生から概ね３年間の予定で、介護福祉士等修学資金貸与制度
を創設しました。
　対象は、介護福祉士等を養成する学校（奄美では奄美看護福祉
専門学校が対象）に在学、又は通信課程を履修される方で、卒業
後に鹿児島県内の施設等で法に規定する相談援助や介護等の業務
に従事する意志のある方です。また、離職者の方が同制度を利用
する場合には、単年度 20 名の範囲で優先措置もあります。
　詳しくは県社会福祉課又は県社会福祉協議会民生部にお問い合
わせ下さい。
○問い合わせ先
　県庁社会福祉課：電話 099(286)2824
　県社会福祉協議会民生部：電話 099(214)3701

平成 21 年度二級建築士試験のお知らせ
下記の日程により、二級建築士試験を実施しますのでお知らせします。
１．受験申込書配布　平成 21 年４月６日（月）～ 17 日（金）
２．受験申込受付　
①インターネットによる申込　平成 21 年４月１日（水）～７日（火）
②受付会場による申込　平成 21 年４月 13 日（月）～ 17 日（金）
３．受験日　「学科の試験」平成 21 年７月５日（日）
　　　　　　「製図の試験」平成 21 年９月 13 日（日）
４．合格発表　平成 21 年 12 月３日（木）（予定）
５．問合せ先　奄美市名瀬永田町 18 －６　奄美会館２Ｆ

（社）鹿児島県建築士会大島支部 　TEL・FAX　５３- ３８９８

【お問い合せ・予約先】　奄美市役所　市民課市民生活係

　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

４月相談日のお知らせ
●派遣相談
・4/9（木）藤尾直人　弁護士　・4/23（木）大窪和久　弁護士
・4/16（木）大倉克大　弁護士
●時間
4/9・4/23（午後 1時～午後 4時半）、4/16（午後 1時～午後 3時）

※都合により弁護士が変更になる場合があります。

1,554,000
2,094,000
3,648,000

20
31
51

奄美市への寄附状況
　平成 21 年３月 1 ８日現在の寄附状況をお知らせします。皆さ
まからの温かいご寄附に心より感謝申し上げます。

※内容・会場・時間帯が変更になる場合もありますので，予めご了承下さい。
※祝祭日にあたる教室は，大会・行事等が優先となり，休みになる場合もありますので，事務局へその都度ご確認下さい。
※１２月３１日・１月１日は休園・休館日です。

小学生～一般

幼児～小学生

毎週金曜日

毎月第２・４月曜日

毎週土曜日
毎月第４土曜日

毎月第２日曜日

毎週火曜日
毎週金曜日
毎週日曜日

名瀬総合体育館指導委員室

奄美体験交流館
筆ペン

毎週土曜日

毎月第２・４金曜日

毎月第４日曜日

小学生～一般

小学生～一般

小学生～一般

小学生～一般

7/26、8/10

4/25、5/9、5/23、
6/13、6/27、7/11、
7/25、8/8、8/22

毎月第２・４土曜日

毎月第１火曜日
毎月第２～５水曜日

毎月第１・３火曜日

毎週土曜日
毎週火曜日

14時半～15時半
10時半～11時半

19時～21時

19時～21時

20時～21時45分

毎月第１・３水曜日

毎週土曜日

19時半～20時半

毎週木曜日

10時～12時

10時・13時（2回）

19時～21時

9時～10時

13時～15時

10時～11時半

毎週火曜日

毎週土曜日

7/5

12/1・8・15

12/22

毎週日曜日

７/２０・２７、
８/３・１６・１７・２４

17時半～19時

10時～12時
14時～16時
19時半～21時半

13時～15時

10時・13時（2回）

小学生～一般

毎週水曜日

13時～13時45分
13時～13時45分

10時半～11時半

０歳～２歳児がい
るお母さん

一　般

一　般

小学４年生～
中学３年生

18時～20時

小学生

一　般

小学生～一般

19時半～21時半

17時～21時
19時半～21時
17時～21時
20時～21時45分

9時～13時

一　般

小学生～一般

10時～11時
17時～18時

19時～21時

小学生～一般

一　般

15時～17時

10時～11時

幼児～一般

小学生

名瀬総合体育館

奄美体験交流館

サンビーム

平成２１年度　奄美市総合型地域スポーツクラブ
『ＡＳＡコミュニティクラブ』ＡＳＡメイト募集

教　　室　　名 会　　　　場 対　象　者 時　　　　間開　　催　　日

『いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも』楽しくスポーツを！

卓球・ラージボール卓球

バトミントン

奄美体験交流館
名瀬総合体育館舞台
奄美体験交流館
名瀬総合体育館

奄美体験交流館

名瀬運動公園屋内プール

初心者　るん♪るん♪
社交ダンス

親子で魚釣り

名瀬総合体育館武道場

長浜３万トンバース～
長浜堤防

住用町内海公園

大熊漁港

住用町内海公園

奄美体験交流館
名瀬運動公園陸上競技場

名瀬総合体育館武道場

朝仁海岸

産後らくらく体操

らくらくダイエット

初心者パワーヨガ

名瀬総合体育館ｏｒ
奄美体験交流館

名瀬運動公園
クロスカントリーコース

らん♪らん♪

らんにんぐぅ～

初心者テニス
（硬式・軟式）

名瀬運動公園庭球場

ソフトバレーボール

水中らくらく体操

フットサル

フットサルＪｒ

ママさんバスケット

名瀬運動公園陸上競技場
（雨天時はサンドーム）

名瀬総合体育館

奄美体験交流館
名瀬総合体育館

名瀬総合体育館武道場

奄美体験交流館

陸　上

楽しくてかっこいい！

マット運動

カヌー

舟こぎ

新体操Ｊｒ

ニュースポーツ

毎週金曜日 20時半～21時15分
一　般

奄美市では平成２１年度より総合型地域スポーツクラブを設立します。

奄美体験交流館
名瀬総合体育館（武道場）

毎月第１・３火曜日
毎月第２・４火曜日
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有 料 広 告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　　   　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX ０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 ( 般 - １２) 第１０２６８０号
東京労働局長許可第１８号・第２号

社団法人日本クレーン協会東京支部会員

泉　千尋（大熊）、中野　晴夫（仲勝）、平　良樹（名瀬）、
永井　裕志（宇宿）、新元　健作（仲勝）

● 
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の
人
た
ち
の
想
い
が
歌
で

伝
わ
る
の
は
い
い
な
ぁ
、

と
思
い
ま
す
。
私
も
、
人

か
ら
人
へ
想
い
を
伝
え

る
、
そ
ん
な
歌
手
に
な
り

た
い
で
す
。

―
―

デ
ビ
ュ
ー
し
て
変

わ
っ
た
こ
と
な
ど
は
？

【
城
】
友
達
か
ら
「
聴
い
た

よ
」
と
言
わ
れ
た
り
、
自

分
で
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
で
並

ん
で
い
る
Ｃ
Ｄ
を
見
た
ら

デ
ビ
ュ
ー
し
た
と
い
う
実

感
が
湧
き
ま
す
。　

―
―

今
回
（
３
月
17
日
）

奄
美
で
の
ラ
イ
ブ
は
初
め

て
で
す
ね
？

【
城
】
そ
う
な
ん
で
す
。

奄
美
に
は
知
り
合
い
が
た

く
さ
ん
い
る
の
で
、
歌
手

に
な
っ
て
、
生
ま
れ
育
っ

た
こ
の
奄
美
に
戻
っ
て
き

て
、
み
ん
な
の
前
で
歌
え

る
こ
と
を
す
ご
く
幸
せ
に

思
い
ま
す
。

―
―

４
月
に
出
る
新
曲
は
、

ど
ん
な
曲
で
す
か
？

【
城
】
新
曲
の
「
誰
カ
ノ
タ

メ
ニ
」
は
、
南
米
の
民
話

「
ハ
チ
ド
リ
の
一
滴
」
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
て
、

『
自
分
に
出
来
る
こ
と
は

小
さ
い
こ
と
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
あ
き
ら
め
な

い
で
行
動
し
続
け
る
こ
と

が
大
切
』
…
そ
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
曲

で
す
。

―
―

奄
美
の
城
南
海
フ
ァ

ン
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

【
城
】
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ

ん
な
所
で
奄
美
の
良
さ
を

伝
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

―
―

 

城 

南
海
さ
ん
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。城 南海（きずき・みなみ）

ポニーキャニオン所属。奄美大島
出身。2009 年 1 月 7 日にシング
ル「アイツムギ」でデビュー。7
月には奄美皆既日食音楽祭への出
演が決定している。現在 19 歳。

～ 城 南海さん ～Vol.2

皆既日食観測のため
船舶で旅客運送を行う皆様へ

　皆既日食観測のため船舶により旅客運送を行う場合
は、海上輸送法が適用されますので鹿児島運輸支局へ所
定の手続きが必要となります。遅くとも、事業を開始す
る 30 日前までに書類の提出が必要となりますので、早
めの手続きをお願いします。
詳しくは、九州運輸局鹿児島運輸支局運航担当（電話
099-222-5660）までお問い合わせください。

＝家庭ごみの委託収集業者が４月から替
わりました＝
　市民の皆様には、ごみの分別収集及び資源ごみ回収に
ご理解とご協力をいただき、たいへん感謝しております。
　毎年４月は委託収集業者が輪番制で替わるためこれま
での収集時間が変わってくると思われます。
　そのため、「午前８時３０分」までに家庭ごみを出さ
れないと取り残されることもありますので、ごみ出し時
間を守られるようよろしくお願いいたします。
市民協働推進課　52-1111

電子申請システムサービスについて
　住民と行政との間で行われる各種申請・届出などにつ
いて、一部の手続き（住民票の写し等の交付請求、納税・
資産証明の交付請求、鹿児島県への申請の一部など）は
インターネットを利用して自宅や職場から行うことがで
きます。（対象手続の申請後は、ご自分の指定した日に
身分証明書と手数料、認印等をお持ちになり、担当部課
での受け取りとなります。 
※詳細につきましては、かごしまｅ申請ポータルサイト

（http://www.kagoshima-e-shinsei.jp/）をご覧ください。
企画調整課電算係 52-1111（内線 1630・1631）

平成２１年度
大島高校学校開放登録団体募集について
①目的：県民総スポーツの普及発展とその日常化を図るため、学校教育の
支障のない範囲において、体育施設・設備を県民の利用に供することを目
的とする。②開放期間：平成２１年５月～平成２２年２月まで
③開放場所 ：大島高校体育館・武道館・グラウンド
④開放時間：午後７時３０分～午後９時３０分まで
⑤募集団体数：体育館８団体、武道館２団体、グラウンド４団体
⑥使用料：体育館１, ０００円、武道館４００円、グラウンド２, ０００円。
⑦申込方法：申込用紙が大島高校事務室にありますので、氏名、連絡先
等を記入してください。（ＦＡＸの場合は、代表者名，連絡先，種目等を
明記して下記番号まで送信してください。）
⑧受付期間：４／１３( 月 ) ～４／１７( 金 ) 午前９時から午後５時まで。
⑨抽選・説明会：申込が多数の場合、抽選にて登録団体を決定します。
抽選は４／２２（水）午後５時３０分より、登録団体への説明会は同日午
後６時より大島高校和親館内１階郷土学習室で行います。なお、抽選を行
う場合はこちらからご連絡いたします。
⑩問い合わせ先：鹿児島県立大島高校　事務室　
〒８９４－８５８８　奄美市名瀬安勝町７－１
TEL ５２－４４５１　FAX ５２－９７１８
※電話による問い合わせは、午前９時から午後５時までです。

責
任
を
持
っ
て
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
て
下
さ
い
！

　

犬
や
猫
等
に
よ
る
、
生
活

環
境
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
方
々

は
、
ペ
ッ
ト
の
行
動
に
責
任

を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
散
歩
中
の
フ
ン
は
、
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
後
始
末

し
て
下
さ
い
。

２
犬
の
放
し
飼
い
は
、
条
例

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

３
ペ
ッ
ト
が
、
公
共
の
場
所

や
他
人
の
土
地
、
建
物
等
を

ふ
ん
尿
等
で
汚
す
こ
と
の
無

い
よ
う
に
努
め
て
下
さ
い
。

４
ペ
ッ
ト
の
生
態
、
習
性
等

を
十
分
理
解
し
、
適
切
な
方

法
で
飼
養
し
て
下
さ
い
。

大
切
な
ペ
ッ
ト
が
原
因
で
、

近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
適
正

飼
養
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
協
働
推
進
課

	

　

環
境
保
全
係

掃
除
の
時
の
豆
知
識

省
エ
ネ
豆
知
識
シ
リ
ー
ズ
48

【
古
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
掃
除

に
活
躍
】

　

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
繊
維
が

非
常
に
細
か
い
の
で
、
お
掃

除
に
大
活
躍
し
て
く
れ
ま

す
。
水
を
つ
け
て
水
道
の
蛇

口
な
ど
の
金
属
部
分
を
こ
す

る
と
ピ
カ
ピ
カ
に
。
ス
ポ
ン

ジ
よ
り
細
か
い
部
分
ま
で
う

ま
く
磨
く
こ
と
が
で
き
る
の

も
便
利
で
す
。
さ
ら
に
、
こ

こ
へ
酢
を
少
し
た
ら
し
て
シ

ン
ク
を
磨
け
ば
、
水
あ
か
ま

で
も
す
っ
き
り
と
っ
て
く
れ

ま
す
よ
。

【
ゴ
ム
手
袋
を
使
っ
た
お
掃

除
の
知
恵
】

　

ゴ
ム
手
袋
を
手
に
は
め
、

そ
の
上
に
軍
手
を
は
め
れ

ば
、
細
か
い
部
分
の
お
掃
除

が
楽
に
。
乾
拭
き
で
照
明
器

具
の
お
掃
除
、
水
に
ぬ
ら
せ

ば
サ
ッ
シ
の
溝
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
な
ど
、
専
用
の
掃
除
用
具

が
な
く
て
も
簡
単
に
掃
除
出

来
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ム
手
袋

を
手
に
は
め
た
状
態
で
カ
ー

ペ
ッ
ト
を
な
で
れ
ば
、
ホ
コ

リ
や
髪
の
毛
が
た
く
さ
ん
取

れ
ま
す
。
こ
れ
で
粘
着
式
の

コ
ロ
コ
ロ
は
い
り
ま
せ
ん
。

環
境
省
「
３
Ｒ
ま
な
び
あ
い

ブ
ッ
ク
」
よ
り

第
３
回
「
住
み
よ
い
環

境
を
守
る
」
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
優
秀
作
品
紹
介

【
標
語
の
部
入
選
】

「
歩
い
て
出
来
る　

健
康
作

り
と　

エ
コ
対
策
」

朝
日
小
学
校
６
年　

岡
村　

瑠
利
香

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
入
選
】

芦
花
部
中
学
校
３
年

脇
田　

健

固
定
資
産
課
税
台
帳

に
価
格
等
を
登
録
し

た
旨
の
お
知
ら
せ
に

つ
い
て

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
価
格

等
を
登
録
し
た
旨
お
知
ら
せ

し
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
新

年
度
の
課
税
内
容
（
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
）
を
閲
覧

し
、
又
は
証
明
書
の
交
付
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に

つ
い
て

　

奄
美
市
内
に
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
を
所
有
す
る
納

税
者
に
つ
い
て
、
平
成
21
年

度
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
作
成
し
た
の
で
下
記

の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
自
己

の
資
産
と
市
内
に
所
在
す
る

他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
を

比
較
で
き
ま
す
。

　

こ
の
帳
簿
は
、
平
成
21
年

１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
て

あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
税
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
．
縦
覧
期
間　

平
成
21
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
６

月
１
日
ま
で
（
土
曜
日
・
日

曜
日
及
び
祝
日
は
、
除
く
。）

２
．
縦
覧
時
間　

午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３
．
縦
覧
場
所　

奄
美
市
名

瀬
幸
町
25
番
８
号

▼
奄
美
市
名
瀬
総
合
支
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係　

電
話
52-

１
１
１
１
（
内

１
１
１
０
・
１
１
１
１
）
▼

奄
美
市
住
用
町
西
仲
間

１
１
１
番
地　

奄
美
市
住

用
総
合
支
所
市
民
課
税
務

係
電
話
69-

２
１
１
１(

内

２
１
０
５
～
２
１
０
７
）

▼
奄
美
市
笠
利
町
中
金
久

１
４
１
番
地　

奄
美
市
笠
利

総
合
支
所
市
民
課
税
務
係

　

電
話
63-

１
１
１
１
（
内

３
０
２
１
～
３
０
２
３
）

ＮＰＯ法人の設立手引書を贈呈いたします
ＮＰＯ法人の設立をお考えの方へ，鹿児島県発行の ｢特
定非営利活動法人設立手続等の手引｣ ( 第９版 ) を贈呈
します。尚，数には限りがありますので，ご希望の方は
ご連絡ください。
　　( 問合せ先 ) 名瀬総合支所　市民協働推進課 
   	 　　　市民協働係　５２－１１１１



奄美市だより　平成２１年４月号（�）

■
拾
っ
た
犬
猫
と
仲
良
く
生
活
し
て

い
ま
す
。
避
妊
手
術
の
補
助
が
ほ
し

い
で
す
。（
64
歳
女
性
）

■
小
学
校
卒
業
で
す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。
中
学
生
に

な
っ
た
ら
テ
ニ
ス
部
に
入
っ
て
頑
張

る
よ
。
卒
業
式
、
私
よ
り
い
っ
ぱ
い

泣
か
な
い
で
ね
、
お
母
さ
ん
（
笑
）

（
12
歳
女
の
子
）

■
運
動
公
園
を
も
っ
と
多
く
の
人
が

利
用
し
て
ほ
し
い
。（
65
歳
男
性
）

■
こ
れ
か
ら
も
健
康
の
こ
と
と
か
島

料
理
と
か
を
の
せ
て
く
だ
さ
い
。（
49

歳
女
性
）

■
奄
美
の
青
い
海
、
青
い
空
が
大
好

き
で
す
。
だ
か
ら
毎
年
帰
省
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
早
く
来
な
い
か
な
。（
２
歳
男
の
子

の
親
）

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
趣
味
で
す
が
、

名
瀬
の
町
に
も
っ
と
花
が
、
季
節
の

花
が
ほ
し
い
で
す
。（
60
歳
女
性
）

■
健
康
づ
く
り
に
も
っ
と
も
っ
と
、

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
を
企
画
し

て
ほ
し
い
で
す
。（
30
歳
女
性

■
今
年
は
野
菜
作
り
に
挑
戦
す
る
予

定
で
す
。
初
め
て
な
の
で
先
輩
方
に

聞
い
た
り
本
を
み
た
り
等
、が
ん
ば
っ

て
み
た
い
で
す
。（
50
歳
女
性
）

■
中
さ
ん
の
歌
を
知
っ
て
か
ら
、
奄

美
に
す
ご
く
興
味
が
あ
り
ま
す
。
い

つ
か
奄
美
を
訪
れ
て
、
紬
の
体
験
を

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

場
の
鶏
飯
も
食
べ
た
い
で
す
ね
。（
35

歳
男
性
）

■
二
年
間
ほ
ど
体
調
を
く
ず
し
て

治
療
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、

体
調
も
か
な
り
回
復
し
ま
し
た
の

で
、
以
前
や
っ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
68

歳
男
性
）

■
ぽ
ん
か
ん
、
た
ん
か
ん
を
少
し

作
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
畑
に
よ

も
ぎ
や
た
ら
の
芽
も
出
て
、
天
ぷ

ら
や
つ
わ
の
煮
し
め
、
た
な
が
と

り
、
楽
し
い
で
す
。（
58
歳
女
性
）

■
最
近
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
・

苺
を
植
え
て
ま
す
。
毎
日
本
葉
を

見
て
ワ
ク
ワ
ク
。
無
事
収
穫
で
き

る
と
い
い
の
で
す
が
…
。（
51
歳
女

性
）

■
先
日
、
主
婦
健
診
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
メ
タ
ボ
が
気
に
な
り
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
な
き
ゃ
と
思
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
33
歳
女

性
）

　

３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く

だ
さ
い
。

①
あ
ま
み
長
寿
食
材
お
弁
当
レ
シ
ピ

カ
ー
ド
集
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
何

作
品
？
（
ヒ
ン
ト
５
Ｐ
）

Ａ
…

100
作
品　

Ｂ
…
20
作
品　

Ｃ
…
６

作
品

②
現
在
奄
美
群
島
で
蔓
延
し
て
い
る
不

快
害
虫
の
名
前
は
？
（
ヒ
ン
ト
４
Ｐ
）

Ａ
…
ヤ
ツ
デ　

Ｂ
…
ヤ
ス
デ　

Ｃ
…
ム

カ
デ

③
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
が
５
回

か
ら
何
回
に
増
え
た
？
（
ヒ
ン
ト
９
Ｐ
）

Ａ
…
10
回　

Ｂ
…
12
回　

Ｃ
…
14
回

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：

①―

Ａ
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
と
、
面
白
い
話
や
身
の
回
り

の
こ
と
な
ど
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
全

問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
人
に
日

本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
券

（
5
割
引
）、10
人
に
図
書
券
（
五
百
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４-

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25-

８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り

　

４
月
15
日
（
水
）
消
印
有
効

■
３
月
号
の
正
解

　

①―

Ｂ　
　

②―

Ｃ　
　

③―

Ａ

　
（
103
通
中
94
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優

待
割
引
券
（
１
人
）

伊
集
院　

夢
香
さ
ん
（
名
瀬
朝
日
町
）

●
図
書
券
（
五
百
円
）（
10
人
）

池
田
広
海
さ
ん
（
名
瀬
古
田
町
）、
名
越

忠
博
さ
ん
（
名
瀬
小
宿
）、
島
岡
智
さ
ん

（
名
瀬
長
浜
町
）、
重
枝
淳
也
さ
ん
（
名

瀬
浜
里
町
）、
池
田
綾
子
さ
ん
（
名
瀬
古

田
町
）、
酒
井
尚
子
さ
ん
（
名
瀬
真
名
津

町
）、
大
山
純
子
さ
ん
（
名
瀬
有
屋
町
）、

亀
山
ア
サ
子
さ
ん
（
名
瀬
佐
大
熊
町
）、

中
山
さ
と
み
さ
ん
（
名
瀬
仲
勝
）、
河
口

文
伸
さ
ん
（
名
瀬
浦
上
町
）

●
中
孝
介
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク

（
5
人
）

中
村
雅
美
さ
ん
（
神
戸
市
）、
高
垣
昌
之

さ
ん
（
広
島
市
）、中
村
こ
ず
え
さ
ん
（
名

瀬
春
日
町
）、岡
山
紀
子
さ
ん
（
兵
庫
県
）、

吉
原
雅
子
さ
ん
（
名
瀬
平
松
町
）

※笠利地区・住用地区については、11ページの各日程表をご覧ください。

※主催者の都合により，開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
お問合わせは，それぞれの主催者へお願いいたします。奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852

３月健診日程　名瀬地区　52-1111（内線 686）

３月　スポーツ合宿予定

奄美振興会館催物のご案内

鹿児島県奄美パーク　イベントのご案内

　　※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。4月の休園日は1日(水),15日(水)です。
　  ※ お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL 55-2333　　　田中一村記念美術館 TEL 55-2635

連絡先　紬観光課　　℡５２－１１１１（内線４３２　４３３）

チーム名 地　　区 種　　目 期　　間 主な練習会場
アコム 東京 女子長距離 2/19 ～3/5 三儀山陸上競技場
ホクレン 北海道 女子長距離 2/18 ～3/5 三義山陸上競技場
三菱重工神戸 兵庫 野球 2/22 ～3/2 市民球場
立命館大学 京都 男子長距離 2/14 ～ 3/2 三儀山陸上競技場
ＯＫＩ 宮崎 女子長距離 2/25 ～ 3/6 三儀山陸上競技場
シスメックス 京都 女子長距離 2/26 ～ 3/10 三儀山陸上競技場
大和高田ベースボー
ルクラブ 奈良 野球 3/2～3/8 市民球場

埼玉大学 埼玉 陸上競技全般 3/1～3/10 三儀山陸上競技場
神奈川大学 神奈川 陸上競技全般 3/3～3/8 太陽が丘陸上競技場
近畿大学 大阪 陸上競技全般 3/5～3/16 三儀山陸上競技場
ＪＲ東日本 東京 男子長距離 3/20 ～3/30 三儀山陸上競技場
東海大四高 北海道 野球 3/22 ～3/31 市民球場

行事名（3月6日現在） 時間 入場料

～ 6/2 (火) 生誕100年記念「田中一村の襖絵・屏風絵展」 9:00～18:00 有料

～ 4/5 (日) 宇検村やけうちむら　暮らしの意匠展 9:00～18:00 無料

4/19 (日) ～ 5/17 (日) 塩沢文夫 絵本原画展「海神の姫」と「とうとうがなし」 9:00～18:00 無料

4/19 (日) ～ 10/12 (月) 「第5回 新緑～紅葉スケッチコンクール」作品募集期間 (問合せは美術館まで) 9:00～18:00 ー

日付・開催期間

　奄美パークからのお知らせ
奄美パークは田中一村記念美術館特別展示室の増築に伴い、４月１日から観覧料が変わります。
　個人の場合　[大人 - 共通券６００円，美術館のみ５００円]
　　　　　　　[高校・大学生 - 共通券400円，美術館のみ３５０円] 
　　　　　　　[小学・中学生 - 共通券３００円，美術館のみ２５０円]
　※ 奄美の郷の観覧料は変わりません。その他詳細はお問い合わせください。

開始 終了
4/14（火）7ヶ月児健診 9:30 11:00 奄美市保健センター 平成20年8/16～9/15生
4/14（火）4ヶ月児健診 13:00 15:00 奄美市保健センター 平成20年12月生
4/16（木）３歳児健診 13:00 15:00 奄美市保健センター 平成17年11月生
4/17（金）1歳6ヶ月児健診 13:00 15:00 奄美市保健センター 平成19年10月生
4/22（水）のびのびっこ広場 9:30 11:00 奄美市保健センター
4/23（木）ポリオワクチン接種 13:30 14:15 奄美市保健センター 3か月～7歳5カ月未満児
4/30（木）ポリオワクチン接種 13:30 14:15 奄美市保健センター 3か月～7歳5カ月未満児

日 行事名 受付時間 場所 備考（対象者など）

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

4/10（金）平成２１年度奄美市転入教職員合同着任式 開式14:30 関係者 奄美市教育委員会学校教育課
（52-1111　内線1723）

4/19（日）フリーマーケット（1万人広場） 9:00～15:00 － 名瀬フリーマーケット市民の会
 （53-3507：稲井）

平成２１年　火災件数

地　区 ２月 　1～ 2月計

名　瀬 １ ２

笠　利 １ １

住　用 0 0

合　計 ２ ３

火の用心

主な原因　火入れ・放火の疑い　各１件

（
２
月
届
出
）

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
名

《
名
瀬
地
区
受
付
》

山
元　

日
葵
（
は
る
き
）　
　
　

巨
樹

福
原　

心
望
（
こ
こ
み
）　
　
　

敦

中
井　

貫
太
郎
（
か
ん
た
ろ
う
）
慎
二

東
郷　

心
（
そ
う
る
）　
　
　
　

裕
樹

中
江　

萌
華
（
も
か
）　
　
　
　

哲
也

山
下　

晄
世
（
こ
う
せ
い
）　
　

太
郎

本
田　

干
呂
奈
（
ひ
ろ
な
）　
　

裕
之

川
口　

喜
久
（
き
く
）　
　
　
　

大
朗

海
津　

青
空
（
そ
ら
）　
　
　
　

晋
太
郎

　
　

陽
音
（
は
る
ね
）　
　
　

初
美

川
畑　

羽
音
（
は
の
ん
）　
　
　

勝

中
田　

亜
由
夢
（
あ
ゆ
む
）　
　

哲
也

西
田　

秀
平
（
し
ゅ
う
へ
い
）　

秀
彦

菊
浦　

陽
介
（
よ
う
す
け
）　
　

隆
明

平
田　

穂
佳
（
ほ
の
か
）　
　
　

喬
司

川
元　

優
雨
（
ゆ
う
）　
　
　
　

一
生

里　
　

幸
翼
（
こ
う
す
け
）　
　

幸
治

奥
地　

祐
美
（
ゆ
み
）　
　
　
　

栄
祐

《
笠
利
地
区
受
付
》

中
野　

藍
恵
（
あ
い
え
）　
　

寛
仁

植
田　

玲
央
（
れ
お
）　
　
　

栄
太
郎

  



奄美市だより　平成２１年４月号 （10）

　

暖
か
い
風
に
吹
か
れ
、
今
年
も

新
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

４
月
は
色
々
な
意
味
で
気
持
ち
が

新
た
に
な
る
月
で
す
。
大
き
な
ス

タ
ー
ト
を
す
る
方
も
い
れ
ば
、
中

に
は
小
さ
な
ス
タ
ー
ト
を
し
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
か
ら
、
予
防
接
種
の
予

診
票
様
式
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
予
防
接
種
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

①
様
式
の
変
更
点

●
紙
の
サ
イ
ズ
が
変
わ
り
ま
す

①
乳
幼
児
期
の
予
防
接
種 

（
Ａ
４
）

②
学
童
期
以
降
の
予
防
接
種 

（
Ａ
３
）

③
65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
４
）

●
両
面
印
刷
に
な
り
ま
す

②

「
年
度
切
り
替
え
」
が
不

要
に
な
り
ま
す

　

新
受
診
票
で
は
、
こ
れ
ま
で
年

度
が
変
わ
る
度
に
行
っ
て
い
た
年

度
更
新
の
手
続
き
が
不
要
に
な
り

ま
す
。
年
度
が
変
わ
っ
て
も
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

（
但
し
、「
有
効
期
限
」「
接
種
期
限
」

を
越
え
た
も
の
は
無
効
に
な
り
ま

す
）

※ 

旧
受
診
票
が
手
元
に
あ
る
方

は
、
新
し
い
受
診
票
を
発
行
い
た

し
ま
す
の
で
、
各
総
合
支
所
の
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
し
っ
か
り
受
け
ま

し
ょ
う

　

予
防
接
種
は
、
病
気
に
か
か

る
の
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、

万
一
病
気
に
か
か
っ
た
時
、
症
状

が
軽
く
済
む
・
後
遺
症
等
の
リ
ス

ク
が
低
く
な
る
等
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け

る
人
が
増
え
る
こ
と
は
、
社
会
全

体
の
感
染
症
予
防
の
た
め
に
も
大

変
重
要
で
す
。

　

行
政
が
勧
奨
す
る
予
防
接
種
は

法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
か
っ

た
と
き
に
重
症
化
し
や
す
か
っ
た

り
、
重
大
な
後
遺
症
を
残
す
危
険

性
が
あ
る
病
気
に
つ
い
て
行
っ
て

い
ま
す
。
通
知
書
（
予
診
票
）
が

届
い
た
ら
、
早
め
に
予
防
接
種
を

受
け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
を
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う

　

よ
り
高
い
予
防
効
果
を
得
る
た

め
に
、「
２
回
接
種
」
を
新
た
な
制

度
と
し
て
導
入
し
、
平
成
18
年
度

か
ら
小
学
校
就
学
１
年
前
に
２
期

と
し
て
２
回
目
の
接
種
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
２
回
目
の
接
種
機
会
を
補

う
た
め
に
、
昨
年
４
月
か
ら
中
学

１
年
生
（
３
期
）
及
び
高
校
３
年

生
（
４
期
）
に
相
当
す
る
年
齢
で

も
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
に
お
け

る
接
種
は
、
平
成
20
年
～
24
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
措
置
で
す
。
通

知
が
来
た
ら
し
っ
か
り
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
の
流
行
は
４
～

６
月
に
多
い
の
で
、
早
め
の
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
今
一
度
お
子
さ

ん
の
予
防
接
種
状
況
を
確
認
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
！

今月の保健師さん

迫地 法子 さん

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。（
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
４
月
30
日
で
す
。

ア

ア

平成21年度　奄美市予防接種一覧表
種　　　別 実施予定日 対　象　者 受付時間場所 摘　　　　　　　　要

名瀬地区：4/23・30 奄美市保健センター
春１回、秋１回全部で2回飲みます。　　　　　　　5/8・13・19・26・29 3ヵ月～90ヵ月未満

　　　　　（7歳5ヵ月）
ＰＭ1：30～2：15

ポリオ（小児マヒ）生ワクチン 　　　　　　　10/6・9・21・27・30 住用診療所
急性灰白髄炎 　　　　　　　11/4・11 ＰＭ1：30～2：00

他の予防接種を受けるには27日以上あけて下さい。住用地区：5/12・10/16 ふれ愛の郷多目的ホール
笠利地区：4/27・5/18・10/23・11/6 ＰＭ1：30～2：00

　　ＢＣＧ接種
　　　　(結核予防)

4月　～　Ｈ22年３月

1回接種します。
市内指定医療機関

ＢＣＧ接種後、他の予防接種を受けるには27日以上あけてください。3ヵ月～6ヵ月未満
（予約が必要です）

百日咳

3ヵ月～90ヵ月未満
　　　　　（7歳5ヵ月）

Ⅰ期初回：20日～56日の間隔（※）で3回接種します。
ジフテリ 三種混合 4月　～　Ｈ22年3月

＊送付された受診票を医療機関
に提出すると無料で接種できま
す。

※接種間隔を超え
破傷風

ると任意接種となり手続きが必要となります。

Ⅰ期追加：Ⅰ期初回終了後12月に達した時から生後90月に達するまでに1回接種します。
　　　　　　　（望ましいのはⅠ期初回終了後12月に達した時から18月まで）

他の予防接種を受けるには6日以上あけて下さい。

MR
(麻しん風しん混合ワクチン)

4月　～　Ｈ22年3月

1期：１歳～２歳未満
2期：就学1年前（５歳
～７歳未満）
3期：中学1年生に相当
する年齢
4期：高校3年生に相当
する年齢

※麻疹及び風疹に罹患した場合ＭＲ混合ワクチンを接種しても差し支えありません。ただし、麻し
んワクチンまたは風しんワクチンのいずれかの接種を希望される場合は住所のある各支所窓口ま
でおこしください。

対象年齢の方で，平成21年度の
予診票をお持ちでない方は，母子
健康手帳と印鑑を持って住所の
ある各支所の窓口で交付を受け
て下さい。

※他の予防接種を受けるには27日以上あけて下さい。

※妊娠しているもの、またその可能性のある者は接種できません。

※妊娠可能な女性については接種後２ヶ月は妊娠を避けてください。

日　本　脳　炎 4月　～　Ｈ22年3月

※希望者のみ（個別通知はしません）　各支所での手続きが必要
①6ヶ月～90ヶ月未満 Ⅰ期初回：6日～28日の間隔で2回接種します。
②小4年生（9歳～12歳） Ⅰ期追加：1期終了後1年おいて1回接種します。

接種間隔は接種日を0日として次
の日より数えます。

他の予防接種を受けるには6日以上あけて下さい。
ジフテリ 二種混合 　医療機関の指定日時 小学6年生（11・12歳）

医療機関の指定日時に1回接種します。
破傷風　　 他の予防接種を受けるには6日以上あけて下さい。

笠利地区：日程変
更の可能性もあり

ます。

今までは・・・ 年度始めに、申し込みをする必要はありません。

各種がん検診を受けるには、3回行く必要がありました。 40歳以上の方全員に、受診票を送付します。

（地区で割り振りをして、数回に分けて通知する予定です。)

↓
指定日に会場に来ていただき、受けたい検診を選びます(指定日以外でもOK！)

↓
平成21年度からは・・・ 会場で問診票を記入して、料金を支払い、検診を受けます。

↓
結果は、約1ヵ月後に郵送いたします。

（ただし特定健診を受診した方は、結果報告会に参加していただき

 結果をお返しいたします)

国保世帯、被扶養者の方は…特定健診を

75才以上の方は…長寿健診を   同時に受診

  できます。

市が検診料を一部負担しますので、低料金で検診を

受けることができます。

実際にかかる費用 自己負担分

胃がん検診 4,470 500 　今年度から、申し込みをとりません。次の方には受診票を送付します。

肺がん検診 970 100 　　●過去3年間受診歴のある人 　●40・45・50・55・60・65・70の節目の年齢の人

大腸がん検診 1,600 500 　　●昨年度、転入してきた人

腹部超音波検診 3,350 2,000

前立腺がん検診 1,470 500

肝炎ウイルス検診 1,533 600

特定健診(集団) 4,890 1,000

合　　計 18,283 5,200

メリット①　　各種がん検診を、半日で1度に受けられるようになります！

今年度から、検診方法が変わります！

・胃がん検診
・腹部超音波検診

・肺がん検診
・大腸がん検診

・前立腺がん検診
・肝炎ウイルス検診

・胃がん検診　　　　　　・腹部超音波検診
・肺がん検診　　　　　　・大腸がん検診
・前立腺がん検診　　　・肝炎ウイルス検診

さらに

メリット②

しかも

メリット③

受診するためには、どうしたらいいの？

全ての健診を
受けても

　５，２００円

　

婦人科検診について

病院や人間ドッグ等で受診すると、約30,000円かかります。

【名瀬地区日程】　　合計　27会場

8/28・8/29(土)・9/10・9/11
9/12(土)・9/13(日)・9/14・9/15
9/16・9/17・9/18・11/24・11/25
11/26・11/27・12/6(日)・12/7
12/8・12/9・12/10・12/11
12/13(日)・12/14・12/15・12/16
12/17・12/18

　

【笠利地区日程】　　　合計　9会場

8/17・8/18・8/19・8/20・8/21
8/22（土）・8/23（日）・8/24・8/25

　
【住用地区日程】　　合計　3会場

8/30(日)・8/31・12/19(土)

【名瀬地区日程】

子宮がん・・・6/25・6/26・6/28(日)・6/29
　　　　　　　　6/30・7/1・7/2・7/3・
　　　　　　　　7/5(日)・7/6・7/7・7/8
乳がん・・・・・6/28(日)・6/29・6/30・7/1

　
【笠利地区日程】

子宮がん・・・6/18・6/19・6/22・6/23
乳がん・・・・・6/18

　
【住用地区日程】

子宮がん・乳がん・・・6/15

【問合せ先】　奄美市役所　健康増進課・保険福祉課・いきいき健康課



奄美市だより　平成２１年４月号（11）

４月の集合徴収日程について（お知らせとお願い）
●４月は、平成２１年度課税分軽自動車税の納期となっていますの
で納期内納付にご協力をよろしくお願いいたします。
また、平成２０年度課税並びに過年度滞納分の市税等（市県民税・
固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料並びに住宅使用料・水道使用料など）についても納める
ことができますので、よろしくお願いいたします。

※当日の詳しい徴収時間につきましては、改めまして集落の放送等で
ご案内させていただきます。

午前 午後

4 月 27 日（月）市、山間、西仲間 戸玉、下役勝、上役勝、
中役勝、石原、東仲間

4 月 28 日（火）見里、川内、城 摺勝、和瀬

移動図書館「ひるぎ号」のお知らせ
 住用町の小中学校・保育所等を巡回しています移動
図書館「ひるぎ号」４月の日程は次のとおりです。是
非、ご利用ください。

巡　回　区　域 日時

住用小中学校校区 14 日（火）、28 日（火）

東城小中学校校区
古見方へき地保育所 17 日（金）、30 日（木）

市小中学校校区 15 日（水）、27 日（月）

笠利総合支所からのお知らせ

住用総合支所からのお知らせ

ご
寄
付
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の
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２
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護
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２
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笠
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優
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を
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結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
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②
笠
利
Ｃ

ご入学おめでとうございます。
今年の新 1年生は５５名
いよいよ春の入学シーズンが訪れます。今年は４月６
日に各小学校で入学式が行なわれます。３月１日付け
で笠利教育支所がまとめた新入生は５５人となってい
ます。
学校別入学予定者数は次のとおりです。
○赤木名小学校（男８人／女１３人）計２１人
○笠利小学校　（男４人／女４人）計８人
○節田小学校　（男６人／女５人）計１１人
○緑が丘小学校（男４人／女２人）計６人
○宇宿小学校（男２人／女４人）計６人
○手花部小学校（男１人／女１人）計２人
○屋仁小学校（男１人／女０人）計１人
○佐仁小学校（男０人／女０人）計０人

【卒業式】 【表彰伝達式】

【３年生記念撮影】

笠利地区　２月末人口　6,653 人　3,118 世帯（住民登録月報より）

住用地区　２月末人口　1,692 人　845 世帯（住民登録月報より）
　

第
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～
親
は
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寄
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」
と
題
し
て
の
講
演
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が
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、
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発
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意
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さ
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。

「第
11
回
住
用
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
」
開
催

【講演会の様子】

【全大会の様子】

笠利地区行事予定表
4月行事予定

6 月 小・中学校入学式

7 火 大島北高校入学式

8 水 駐在員会（9：00～笠利総合支所大会議室）

9 木 民生委員定例会（9：30～ふれ愛の郷）

10 金 幼稚園入園式

14 火 たんぽぽクラブ（10：00～ふれ愛の郷）

15 水 乳幼児健診（13：30～ふれ愛の郷）

20 月 歯科検診（9：00～ふれ愛の郷）

22 水 ふれ愛会（10：00～ふれ愛の郷）

23 木 健康相談（13：30～ふれ愛の郷）

27 月 ポリオ予防接種（13：30～ふれ愛の郷）
5月行事予定前半

10 日 笠利地区女性団体連絡協議会笠利支部総会

住用総合支所行事予定表（４月）
日 曜 行　　　事　　　内　　　容

8 水
古紙類（新聞紙・雑誌類・ダンボール・紙パック
類）分別収集（町内全域。8:30まで）住用健康
教室「よらおう会」（川内生活館）

14 火 住用健康教室「はまゆう会」（城）

15 水
住用健康教室「山間いきいき運動教室」（山間
体育館）

16 木
住用健康教室「見里集落」（見里）、精神デイケ
ア「でぃでぃでぃ」（住用公民館）

17 金 さんさん教室（住用公民館）

18 土
資源ごみ（ペットボトル・ビン類）分別収集（町
内全域。8:30まで）

21 火 乳幼児健診・幼児歯科検診（住用公民館）

22 水
古紙類（新聞紙・雑誌類・ダンボール・紙パック
類）分別収集（町内全域。8:30まで）

23 木 住用健康教室「役勝集落」（上役勝）

※ （　　）内の地区名は各集落公民館や東城コミュニ
ティセンター・山間体育館を示しています。

※ 各種検診の場所・時間等は、郵送にて対象者へ
お知らせいたしますのでご確認ください。

御入学おめでとうござ
います。
今年の新 1 年生は１３名
　今年も春の入学シーズンを迎
えます。４月６日（月）に各小
学校にて入学式が行われます。
３月１日付けにて住用教育支所
がまとめた新入生は１３名と
なっており、学校別の入学予定
者数は次のとおりです。

○　住用小学校　７名
○　東城小学校　５名
○　市小学校　　１名




	H2104
	H2104 12



